


税理士試験について 

必ずご確認ください 
 

税理士試験は毎年１回、８月上旬～８月中旬に実施されます。本試験の流れにつきまし
ては下記にご案内いたしますが、変更となる場合もございますので予めご承知おきくださ
い。なお、ＴＡＣでは受験申込の代行は行っておりません。受験申込手続は必ず皆様方ご
自身で行っていただきますようお願い申し上げます。 

 

◎ 受験要領の発表 

例年４月上旬～４月中旬、官報にて発表 

 

◎ 受験願書の交付 

例年４月中旬～５月中旬、各国税局および沖縄国税事務所にて 

 

◎ 受験申込受付 

例年５月上旬～５月中旬、各国税局および沖縄国税事務所にて 

 

◎ 受験料 （2019年度例） 
 

受験科目数 1 科目受験 2 科目受験 3 科目受験 4 科目受験 5 科目受験 

受験料 ￥4,000 ￥5,500 ￥7,000 ￥8,500 ￥10,000 

 

◎ 試験日 

  例年８月上旬～８月中旬の平日の 3 日間 
 

◎ 受験資格 

学識、資格、職歴等いずれかの要件を満たす必要があります。 

受験資格の詳細は、国税庁ホームページをご覧ください。 

 

◎ 合格発表 

例年 12 月中旬 

（５科目合格者は官報にて発表、科目合格者については結果通知を送付） 

 

税理士試験に関する詳細は、下記までお問い合わせください。 

 

国税庁内 国税審議会税理士分科会 
TEL 03 － 3581 － 4161 

〒100 － 8978 東京都千代田区霞が関 3 － 1 － 1  

国税庁ホームページ https：//www.nta.go.jp/ 



 

 

はじめに 

 

この度は、ＴＡＣ税理士講座をお申込みいただき誠にありがとうございます。本書は、

当講座を受講される方のために作成された｢受講ガイド｣です。受講上の注意等が記載

されておりますので必ず目を通すようにしてください。また、本書はテキストと同様

に再発行はいたしませんので、受講中は大切に保管するようにしてください。 

 

ＴＡＣは合格のために必要な知識や受験テクニックを受講生の皆様に効率よく提供

することにより、最短距離で合格していただくことを第一の目的と考えております。

したがって、本書はこれから税理士試験合格を目指すにあたり、受講生の皆様にどの

ように当講座を利用していただくか、その効果的な活用方法を項目ごとに要約してお

ります。 
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１ 講座開始日と受講期間 
 

◆講座開始日 
教室講座の場合は登録クラス開講日、ビデオブース講座の場合は第１回講義視聴開始日、通

信メディアの場合はＴＡＣからの初回発送日といたします。 

 

◆受講期間 
 ① 教室講座は、登録クラスの第１回講義日の属する月から、最終講義日の属する月までの 

期間（月数）といたします。 

② ビデオブース講座は、第１回講義視聴開始日（同日より後にお申込みの場合は、申込日 

  の属する月）から、最終講義視聴開始日の属する月までの期間（月数）といたします。 

③ 通信メディアは、発送予定表第１回発送日の属する月から、最終発送日の属する月まで 

の期間（月数）といたします。 

④ ただし、特に講座で期間を定める（各種パンフレット等で別に期間を定める）場合はこ 

れに準じます。 

⑤ 上記①、③または④に定める期間は、途中入学の場合も同様といたします。 

 

※ご注意 
上記、「講座開始日」および「受講期間」は、教育訓練給付制度の「受講開始日」および「受

講期間」とは異なります。教育訓練給付制度の「受講開始日」ならびに「受講期間」指定対象

コースにつきましては、「ＴＡＣ教育訓練給付制度」パンフレットをご参照ください。 
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２ 会員証について 
 

ＴＡＣ受講生となった方には、「会員証」を発行いたします。 

 会員証は、皆様がＴＡＣの受講生であることを証明する大切なものです。ＴＡＣご利用の際

には、常に携帯していただき、以下の注意事項を遵守してください。 
 

１．会員証について 

（１）会員証は本人のみに有効であり、他人へ譲渡または貸与することはできません。 

（２）会員証を紛失した場合には、受付窓口にて再発行いたします。なお、再発行には、 

別途手数料がかかります。この場合、再発行日以前の講義は欠席分を含めて、日程 

表どおりに出席したものとして扱います。また、テキスト等の教材もお渡し済みと 

して処理いたします。 

（３）会員証を不正に利用させた場合、並びに不正に利用した場合には、当該コース正規受

講料の３倍の料金を申し受けます。 

（４）会員証に表示されている有効期限を過ぎると講義の受講、教材の受け取り、フォロー

制度や自習室の利用は一切できません。 
 

２．会員証はこのような場面で使用します 

（１）教室講義への出席時やビデオブースを利用する時には、専用スキャナーによる会員証

記載の二次元バーコードのスキャンを行います。 

・教室での講義を受ける時は、会員証は必ず机の上に出しておいてください。 

講師・スタッフが専用スキャナーによる会員証記載の二次元バーコードのスキャン 

を行います。また、テスト・答練等の演習形式の講義は、教室で教材を配布（教材 

欄への押印は無し）するとともにスキャンを行います（通信メディアの方がスクー 

リングを利用する際も同様です）。 

    ・ビデオブースを利用する場合には、視聴前に受付に会員証を提示してください。 

専用スキャナーによる会員証記載の二次元バーコードのスキャンの上、ＤＶＤ・講 

義録をお渡しします。 

※もし会員証を忘れてしまったら… 

     講義を受ける前に、受付にて「受講証明書(仮会員証)」の交付を受けてください。 

「受講証明書(仮会員証)」の交付がない場合には、講義の受講ができません。 

（２）教材を受け取る際に、「教材お渡し印」を押印します。 

    ・テキスト等使用教材につきましては、受付にてお渡しします。 

教材を受け取る際には、必ず会員証を提示してください。 

（３）クラス振替出席フォロー・クラス重複出席フォローをご利用の際には、専用のスキャ 

ナーによる会員証記載の二次元バーコードのスキャンを行います。 

    ・クラス振替出席フォロー・クラス重複出席フォローをご利用の際は、必ず会員証を

お持ちください。専用スキャナーによる会員証記載の二次元バーコードのスキャン

を行います。  
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（４）自習室利用の際にも必ず携帯してください。 

    ・自習室をご利用の際にも、必ず会員証を携帯してください。スタッフが会員証の提 

示を求める場合があります。また、お申込みのコースによっては自習室をご利用で

きない場合があります。詳しくは、通学メディア・通信メディア共通編「P14 ５自

習室について」をご確認ください。 

 

３．会員証の有効期限 

（１）会員証には、有効期限が表示されています。ＴＡＣサービスのご利用は、すべて有効 

期限内に完了してください。また、自習室のご利用も有効期限内となります。 

（２）会員証の有効期限を過ぎた場合には、教材の受け取りなど「該当する目標年度の各種 

サービス」のご利用は一切できなくなりますのでご注意ください。 

（３）会員証の有効期限は、ＴＡＣサービスの利用期限となります。受講契約の解約・返金 

時に算定の基礎となる受講期間とは異なりますのでご注意ください。 

 

４．会員証の書替手続き 

お申込みの講座・登録コースによっては、会員証の書替手続き（模擬試験の受験票発行な

ど）が必要となる場合があります。詳しくは専用の案内書をご確認いただくか、受付窓口に

てご確認ください。 

 

５．会員証を紛失した場合 

（１）受付窓口で再発行いたします。その際、身分証明書（運転免許証など）・証明写真 

（ﾀﾃ３cm×ﾖｺ 2.4cm、申請書・会員証貼付 合計２枚）・印鑑が必要となりますので、

必ずご用意ください。 

   通信メディアの方で近隣にＴＡＣがない場合は、巻末の「教材発送に関するお問い合

わせ」までご連絡ください。 

（２）再発行の際は、再発行手数料［５００円（税込）］がかかります。 

（３）再発行日以前の講義は欠席分を含めて、登録コースの日程表どおりに出席したものと 

して扱い、教材はお渡し済みとして処理いたします。 

    また、各講座の無料再受講制度についてはご利用いただけなくなりますので、予めご

了承ください。 

（４）会員証の再発行には１週間程度の期間を要します。 
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３ マイページ登録について 
 

◎必ずご登録ください 
 マイページ登録は、TAC WEB SCHOOLの各種機能※（講義動画の視聴・講義音声のダウンロー

ド・質問メール・成績表閲覧等）をご利用いただくために、必須の手続きになります。お申込

みのコース、学習メディアを問わず、すべての受講生の方にご登録いただく必要があります。 

※TAC WEB SCHOOLの各種機能は、お申込みいただいた内容により異なります。 

※TAC WEB SCHOOLのご利用方法につきましては、通信メディア編「P89 ５TAC WEB SCHOOL 利

用方法」をご確認ください。 

 

✧過去に、TAC WEB SCHOOLにてマイページ登録を行っていただいた方につきましては、TAC

会員番号（ログインＩＤ）と過去にご登録いただいたパスワードでご利用いただけます。 

お忘れの方は、ログインページの［パスワードをお忘れの方］より再設定をお願いします。 

✧会員番号が変更になった（９から始まる会員番号が０から始まる会員番号になった等）場

合は、お手数ですが改めてマイページ登録が必要です。 

 

◎マイページ登録方法 
 マイページ登録には、以下のものが必要となります。 

①会員証に記載されているTAC会員番号  ②有効なメールアドレス  ③インターネット環境  

※パソコン、スマートフォン、タブレット端末からご登録いただけます。 

スマートフォン以外の携帯電話(フィーチャーフォン)からマイページ登録はできません。 

 

１、Yahoo!やGoogleなどの検索サイトで「ＴＡＣ」と検索し、TACのホームページを開いてい

ただき、下記の画面位置にある[TAC WEB SCHOOL（受講生サイト）]をクリックします。 
 

[パソコン画面]                               [スマートフォン画面] 

 

 

 

 

 

 

 

アドレスを直接入力する際は、「https://portal.tac-school.co.jp」と

入力してください、次の手順のページが表示されます。 
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２、[ログインページへ]ボタンをクリックして、TAC WEB SCHOOLログインページに移動します。 
 

[パソコン画面]                               [スマートフォン画面] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、TAC WEB SCHOOLログインページの [マイページ登録]ボタンを、 

何も入力しないでクリックします。 
 

[パソコン画面]                               [スマートフォン画面] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４、利用規約が表示されますので、ご確認のうえ[同意する]にチェックを入れて、[次へ]をク

リックします。 

※キャンペーン情報などのメール配信を希望されない方は、下段のチェックを外して[次へ]のボタンをクリ

ックしてください（TACからの重要なお知らせにつきましては、チェックを外してもメールが送信されます）。 
 

[パソコン画面]                                [スマートフォン画面]  
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５、画面に従い、マイページ登録内容を入力して[確認]をクリックします。 
 

[パソコン画面]                               [スマートフォン画面] 

 

 

 

 

 

 

Ａ、カナ氏名(必須)：全角カタカナで入力してください（姓名の間にスペースは不要です）。 

Ｂ、ログインＩＤ(必須)：会員証記載のTAC会員番号がログインＩＤとなります。会員証をご確認いただき、半

角数字(10桁)を入力してください。 

Ｃ、パスワード(必須)： 8文字以上12文字以内の半角英数にて、ご自身で好きなものに設定していただき、２

回、同じものを入力してください（大文字小文字を区別します）。 

Ｄ、メールアドレス(必須)：実際に受信することができるメールアドレスを半角英数で2回、同じものを入力し

てください。ＴＡＣから各種お知らせなどを連絡する際に使用いたします。 

Ｅ、ニックネーム(任意)：ニックネームは、マイページに氏名の代わりに表示されるものです。10文字以内で

設定してください（ニックネームが空欄の場合は、氏名が表示されます）。 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｃ 

 Ｄ 

 Ｅ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｃ 

 Ｄ 

 Ｅ 
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６、入力内容をご確認いただき、[登録]ボタンをクリックします。 
 

[パソコン画面]                               [スマートフォン画面] 

 

 

 

 

 

 

７、入力したメールアドレスに登録完了のためのメールが送信されます。 
 

[パソコン画面]                               [スマートフォン画面] 

 

 

 

 

 

 

８、メールボックスにTAC WEB SCHOOLからのメールが届いていることを確認してください。 

そのメールの本文にあるＵＲＬをクリックします。 
 

[パソコン画面]                               [スマートフォン画面] 

 

 

 

 

 

 

※ＰＣからのメール受信を拒否されている方は、”@tac-school.co.jp”からのメールを受信する設定に 

変更しください。 
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※入力したメールアドレスが正しいのに TAC WEB SCHOOL からのメールが１時間待って届いていない方は、迷

惑メールとして分類されていないか、 ゴミ箱などに入っていないかをご確認ください。 

※メールが届いていない方は再度マイページ登録を行い、メールの再送信をお試しください。 
 

９．このページが表示されたら登録完了です。[ログインページへ]ボタンをクリックします。 
 

[パソコン画面]                               [スマートフォン画面] 

 

 

 

 

 

 

１０、ログインページが表示されます。TAC会員番号（ログインID）と今回登録したパスワー

ドを入力してログインしてください。 
 

[パソコン画面]                               [スマートフォン画面] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、ご自身で設定したパスワードはお忘れにならないよう大切に保管をお願いいたします。 

その他、マイページ登録に関して不明点のある方は下記までお問い合せください。 

TAC WEB SCHOOLのマイページ登録に関するお問い合わせ 

0120-551-980 
月～土10:00～19:00 日・祝10:00～17:00 
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４ 施設利用上の注意事項 
 

１．今日のＴＡＣ 

各校校内に「今日のＴＡＣ」（時間・教室割）が掲示されています。 

教室講義を受講の際は、必ず「今日のＴＡＣ」で教室をご確認ください。教室は講義回に

よって変わることがありますので、ご注意ください。 

 

２．掲示板について 

各校舎にはそれぞれ掲示板があります。掲示板には、配付物のお知らせや日程変更等の情

報を掲示しております。必ずご確認ください。 

 

３．食事・喫煙について 

（１）教室での講義中は、食事はご遠慮ください。また、ビデオルーム・自習室も、食事は

禁止です。 

（２）教室・ビデオルームは禁煙です。喫煙は、定められた場所でお願いいたします。歩行

中の喫煙は固く禁止します。一部の校舎は全面禁煙になっておりますので、ご協力を

お願いいたします。 

 

４．携帯電話のマナーについて 

（１）教室内（自習室を含む）・ビデオルーム内では、携帯電話・スマートフォン等の電源

を切るか、マナーモードに設定の上、使用はご遠慮ください。 

（２）携帯電話・スマートフォン等は、休憩室でご使用ください。 

（３）廊下、階段、エレベーター前、トイレ等での携帯電話・スマートフォン等の使用は、

講義中および自習中の受講生や他のテナントの迷惑となりますので、ご遠慮ください。 

 

５．コピー機について 

（１）コピー機を利用される方は、券売機または受付窓口にてコピーカードをご購入くださ

い。 

（２）コピー機の故障や紙詰まりが発生した際は、受付スタッフまでお知らせください。 

なお、コピーカードの返金はいたしかねます。 

 

６．有料貸しロッカーについて 

各校舎に有料の貸しロッカーを用意しています。教材の保管にご利用ください。なお、数

に限りがありますので予めご了承ください。 

  ※利用方法など、詳細は各校舎受付スタッフまでお問い合わせください。 

 

 



通学メディア・通信メディア共通編 

 

- 13 - 

 

７．その他 

（１）忘れ物はすべて受付窓口に集められます。お問い合わせは受付窓口にお願いいたしま

す。 

（２）教室や自習室では、カバン等を使っての席取りはなさらないようお願いいたします。 

（３）教室・ビデオルーム・休憩室等にて貴重品等の盗難事故が起こっています。短時間で

あっても離席の際は、現金・会員証等の貴重品は必ず携帯するようお願いいたします。

盗難・紛失等に関して、ＴＡＣでは一切の責任を負いかねます。 

（４）施設の利用方法等について、校舎によって一部ルールが異なる場合があります。 

詳細は各校受付までお問い合わせください。 

（５）風水害・ストライキ等によって交通機関が一部麻痺した場合であっても、ＴＡＣが講

義を行う場合があります。欠席した方は、フォロー制度をご利用ください。 

（６）講座・クラスによっては定員になり次第、申込みを締め切らせていただく場合があり

ます。また、他の校舎で登録の方のクラス振替出席フォロー・クラス重複出席フォロ

ーについても、席に余裕が無い場合は、受講できないことがあります。 

（７）その他、ＴＡＣのご利用に際して発生した諸問題については、「当受講ガイド」他、 

ＴＡＣの定める諸規定に基づいて対処させていただきます。 
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５ 自習室について 
 

ＴＡＣ各校舎では、講義のない教室を、自習室として開放しています。受講生の皆様一人一

人が自習室を十分に活用し、快適にご利用いただくために、以下のルールを必ずお守りくださ

い。 

 

１．自習室を利用できる方 

受講期間内のＴＡＣ本科生・パック生のみ（税理士講座は単科生も可）とさせていただき

ます。公開模試・オプションのみをお申込みの方は自習室をご利用できません。 

  ※「本科生」「パック生」の名称を使っていない講座につきましては、受付窓口までお問い

合わせください。 

 

２．自習室を利用できる「期間」 

学習メディアを問わず、申込コースの講座申込日から会員証有効期限までです。 

※期別（９-１２月期・１-４月期）でお申込みの方は、受講期間の最終月末までです。 

※会員証の有効期限が過ぎた場合や講座のお申込み前の場合は、自習室はご利用できませ

ん。また、自習室ご利用の際は会員証を必ず携帯してください。スタッフが提示を求め

る場合があります。 

 

３．自習室を利用できる「時間」 

  自習室の利用時間は、以下のとおりです。ビル管理や防犯の関係上、時間厳守をお願いい

たします。 

『今日のＴＡＣ』の 

時間帯 

自習室として 

利用可能な時間 
備考 

午前  9：00～13：00 
一部校舎は利用時間が 

異なる場合があります 

午後 13：00～18：00   

夜 18：00～21：30 
日曜日は 

原則として利用不可 

※諸般の事情により、自習室がない場合もございます。また、前後に講義やセミナーなどがあ

る場合、上記時間が変更となる場合もございます。 

※後ろの時間帯に講義やセミナーがある場合は、開始３０分前から自習室としては利用できま

せん。 
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４．使用制限のある自習室 

今日のＴＡＣにて「理論専用自習室」と表示がある自習室では、電卓使用を不可とさせて

いただいております。ＴＡＣ各校舎の掲示等をご確認の上、ご利用していただきますようお

願い申し上げます。 

 

５．その他利用上の注意事項 

（１）自習室内および自習室入り口付近（廊下）では私語を慎んでください。また、過度な

筆音・電子音なども避け、入退室もできるだけ静かに行ってください。 

（２）自習室内の電源設備（コンセント）は使用できません。 

（３）自習用の教材類の貸し出しは行っておりません。  

（４）各自が出したゴミは、退室時にゴミ箱へお願いします。 

（５）席は譲り合ってご利用ください。３人掛け席の机は２～３名でご利用いただきますよ

うお願いします。 

（６）席取りを目的とした教材や荷物の放置は行わないでください。１時間以上教材や荷物

が放置されていた場合は、教材・荷物を受付窓口で一時預からせていただきます。 

（７）ＴＡＣ講座に関係のない学習や書類の作成などはご遠慮ください。 

（８）持参されたパソコン、ポータブルＤＶＤプレーヤー（以下、再生機器類）等は、上記

に加え、以下のルールに従ってご利用をお願いいたします。 

①音漏れに十分注意してください。 

②理論専用自習室およびビデオルームでは使用できません。 

③ＤＶＤの貸し出しは行っておりません。 

④ＴＡＣ講座に関係のない目的の利用はご遠慮ください。 

⑤パソコン、再生機器類の破損・盗難に関して、ＴＡＣでは一切の責任を負いかねま

す。 

⑥パソコン、再生機器類の持ち込みのない方を優先させていただきます。周りの方か

らのご指摘により席の移動もしくは視聴の停止をお願いする場合があります。 

※校舎によっては、パソコン、再生機器類を持ち込める教室を一部の教室に制限して

いる場合や、ご利用できない場合があります。 
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ＴＡＣ教室情報検索サイトのご案内 
 

インターネットを利用可能なパソコン・スマートフォン・タブレットから教室情報（自習室

＆今日のＴＡＣ）の状況を確認できるサービスを提供しています。 

お出かけ前にご自宅で、会社や学校からの移動中にＴＡＣの自習室＆今日のＴＡＣを確認で

きますので、どうぞご活用ください。 

ご利用は、ＴＡＣの講座をお申込みいただいた翌日からとなります。このサービスをご利用

いただくにあたっての手続きは必要ありません。 

 

◎ＴＡＣ教室情報検索サイトは、こちらへアクセス！ 

https://mbs.tac-school.co.jp 

 

 

 

 

◎利用するのに必要なＴＡＣ会員番号とパスワード 

 ログインID：会員証に記載されている会員番号を半角数字10桁で入力してください。 

 パスワード：誕生日を半角数字4桁で入力してください。 

（例：誕生日が１月１日 ⇒ 0101） 

 ※誕生日は、申込時にご登録いただいている誕生日です。 

 ※ＴＡＣ会員番号、パスワードは他人に教えないでください。 

 

◎ご利用上の注意事項 

１.提供する教室情報は変更される場合がありますので、予めご了承ください。 

２.本サービスは、自習室の空席状況までわかるものではありません。 

３.本サービスは、ブラウザの設定でJavaScriptが無効になっていると利用できません。 

４.利用する際の通信にかかる費用はお客様負担となります。 

５.システムメンテナンス等により、予告なく利用できない場合があります。 
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通学メディア・通信メディア共通編 

 

- 18 - 

 

６ 講義・教材について 
 

１．講義一覧 

講 義 名 内  容 

初学者対象 受験経験者対象 

完
全
合
格
＋
上
級
コ
ー
ス 

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス 

基
礎
マ
ス
タ
ー
＋
上
級
コ
ー
ス 

速
修
コ
ー
ス 

年
内
上
級
講
義
＋
上
級
コ
ー
ス 

年
内
上
級
演
習
＋
上
級
コ
ー
ス 

上
級
コ
ー
ス 

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス 

基 

礎 

・ 

応 

用 

期 
 

基礎・応用講義 基礎・応用論点を学習します。 ● ● ● ●     

年内上級講義 学習範囲を効率的に総復習します。     ●    

実力テスト 
一定期間ごとの総合的な理解度をチェ

ックするための復習テストです。 
● ● ● ● ●    

年内上級演習 実力維持を目的とした演習です。      ●   

上級講義 基礎・応用論点を再確認します。 ●  ●  ● ● ●  

上級演習 

基本論点から本試験を意識した応用論

点までの内容を確認し、解答作成テクニ

ックを養成する演習です。 

●  ●  ● ● ●  

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
期 

チャレンジ講義 基礎論点や解法を確認します。        ● 

チャレンジ演習 
基礎論点を確実に得点するための演習

です。 
       ● 

直 

前 

期 

直前対策講義 
税制改正や試験委員対策、必ず押えるべ

き論点の確認をします。 
● ● ● ● ● ● ● ● 

実力完成答練 
これまでの学習内容が身についている

かを確認する総合演習です。 
● ● ● ● ● ● ● ● 

全国公開模試 全国規模で実施する公開模擬試験です。 ● ● ● ● ● ● ● ● 

直前予想答練 
本試験レベルの予想問題による総仕上

げを目的とした演習です。 
● ● ● ● ● ● ● ● 

各コースで実施する講義に●印がついています。 
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２．コース別配付教材一覧 

ＴＡＣでは、それぞれのコースにおいて対象者に合わせたオリジナル教材を提供していま

す。使用する教材の内容をよく把握し、上手に活用してください。 

※2019年４月現在の予定です。使用する教材については、本試験の傾向を踏まえて変更する

場合がございます。 

 

１ 完全合格＋上級コース・ベーシックコース・基礎マスター＋上級コース・速修コース・ 

年内上級講義＋上級コース 

 

◆基礎期・応用期・基礎期＋応用期 

（１）教材紹介 

基本テキスト 

学習の中心となる説明用教材です。図表をふんだんに盛り込むことにより、

全体像やポイントを分かりやすく解説しています。また、設例を多く入れる

ことにより、1つ1つの内容を確認しながら学習を進めることができるよう

になっています。 

理論テキスト 

（財務諸表論・固定資産税の

み） 

理論学習の中心となる説明用教材です。覚えるべき理論の内容を「基本論点」

として示し、また、それについての説明を関連規定や図表を用いて詳しく解

説しています。 

トレーニング・ 

トレーニングシート 
（シートは固定資産税・事業

税・国税徴収法以外の科目） 

基本テキストで学習した内容を問題形式で確認するための演習用教材です。

基本テキストと連動し、段階的にレベルアップできるようになっています。 

※トレーニングシートは解答用紙です。TAC WEB SCHOOLでもダウンロードで

きます（P90⑥「教材」参照）。 

ポイントチェック 

（簿記論・消費税法以外の科

目） 

基本テキストや理論テキストでマスターすべき重要事項を抜き出したポイ

ント整理用教材です。余白などに講義の板書や自分なりの整理を加えること

により、知識の整理や演習後のチェックなど自由に活用できます。 

理論マスター 

（税法科目のみ） 

基本となる理論をテーマごとにまとめた問題集です。学習の進度に合わせて

使用し、必要に応じて理論暗記できるようになっています。 

理論ドクター 

（法人税法・所得税法・相続

税法・消費税法のみ） 

本試験に出題された理論や今後の出題が予想される理論などの応用理論を、 

テーマごとにまとめた問題集です。複数のテーマに係る理論も掲載し、他の

テーマとの関連を理解できるようになっています。 

ミニテスト 

前回の学習内容を中心に、前回までの学習内容が消化できているかを確認す

るための復習テストです。基本的に前回の学習内容が消化できていれば満点

が取れるようになっています。 

実力テスト 

一定期間ごとに、既に学習した内容が消化されているかを確認するととも

に、総合的な理解度をチェックするための復習テストです。本試験の出題に

対処するための第一歩として、総合問題形式の出題となっています。 
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（２）使用教材とカリキュラム 

■完全合格＋上級コース 

  

 

 

 

 

 

  

（簿記論） 

教 材  5・6月 7・8月 9・10月11・12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 

基 本 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4          

トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4          

ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて          

  

（財務諸表論） 

教 材  5・6月 7・8月 9・10月11・12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 

基 本 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4          

理 論 テ キ ス ト   ○            

トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4          

ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○             

ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて          

 

■ベーシックコース 

  

 

 

 

 
  
  
（法人税法・所得税法） 

教 材  ９月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4  No.5 No.6 No.7 No.8     
トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4  No.5 No.6 No.7 No.8     
ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○             
理 論 マ ス タ ー  ○     ★        
理 論 ド ク タ ー       ○        
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて  各月の講義回数に応じて     
  
  

直前対策へ 

合流 ➡ P.26 

上級コースへ 

合流 ➡ P.24 

直前対策へ

合流 ➡ P.26 

上級コースへ 

合流 ➡ P.24 

直前対策へ

合流 ➡ P.26 

★…期別（1～4月，1～7月）でお申込みの方 
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■基礎マスター＋上級コース 

  

 

 

 

 

 
  

（簿記論） 

教 材  ９月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4        
トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4        
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて       
  
（財務諸表論） 

教 材  ９月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4        
理 論 テ キ ス ト   ○           
トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4        
ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○           
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて       
  
（法人税法・所得税法） 

教 材  ９月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1～No.5        
トレーニング・シート  No.1～No.5        
ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○             
理 論 マ ス タ ー  ○             
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて       
  
（相続税法・消費税法） 

教 材  ９月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4        
トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4        
ポイントチェック注 1  ○             
理 論 マ ス タ ー  ○             
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて       

 
 
（酒税法・固定資産税・事業税・住民税・国税徴収法） 

教 材  ９月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1 No.2        
理 論 テ キ ス ト注 1  ○            
トレーニング・シート注2  No.1 No.2        
ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○             
理 論 マ ス タ ー  ○           
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて       

 

 

  

直前対策へ 

合流 ➡ P.26 合流 ➡ P.24 

直前対策へ

合流 ➡ P.26 合流 ➡ P.24 

直前対策へ 

合流 ➡ P.26 合流 ➡ P.25 

直前対策へ

合流 ➡ P.26 合流 ➡ P.25 

注1…相続税法のみ 

直前対策へ

合流 ➡ P.26 

注1…固定資産税のみ 注2…シートは酒税法・住民税のみ 

合流 ➡ P.25 
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■速修コース 

  

 

 

 

 

  

（簿記論） 

教 材  12～1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4     
トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4     
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて     
  
（財務諸表論） 

教 材  12～1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4     
理 論 テ キ ス ト   ○       
トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4     
ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○        
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて     
  
（法人税法・所得税法） 

教 材  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1～No.5     
トレーニング・シート  No.1～No.5     
ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○        
理 論 マ ス タ ー  ○        
理 論 ド ク タ ー  ○        
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて     
  
（相続税法・消費税法） 

教 材  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4     
トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4     
ポイントチェック注 1  ○        
理 論 マ ス タ ー  ○        
理 論 ド ク タ ー  ○        
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて     
      
（酒税法・固定資産税・事業税・住民税・国税徴収法） 

教 材  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1 No.2     
理 論 テ キ ス ト注 2  ○        
トレーニング・シート注3  No.1 No.2     
ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○        
理 論 マ ス タ ー  ○        
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて     
  
 

 

 

  

直前対策へ 

合流 ➡ P.26 

直前対策へ

合流 ➡ P.26 

直前対策へ

合流 ➡ P.26 

直前対策へ

合流 ➡ P.26 

直前対策へ

合流 ➡ P.26 

注2…固定資産税のみ 注3…シートは酒税法・住民税のみ 

注１…相続税法のみ 
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■年内上級講義＋上級コース 

  

 

 

 

 

 
  
（簿記論） 

教 材  ９月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  ○           
ト レ ー ニ ン グ  ○           
実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて       
  
（財務諸表論） 

教 材  ９月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  ○           
実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて       
  
（法人税法） 

教 材  ９月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 
基 本 テ キ ス ト  No.1～No.5        
トレーニング・シート  No.1～No.5        
ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○             
理 論 マ ス タ ー  ○             
ミ ニ ・ 実 力 テ ス ト  各月の講義回数に応じて       
  
 

２ 年内上級演習＋上級コース 

◆基礎期＋応用期 

（１）教材紹介 

年内上級演習 

受験時の実力維持を目的とした演習用教材です。必ず押さえなければならな

い事項を演習に織り込み確認することによって基礎力の充実を図っていき

ます。この上級演習の結果からもう一度理論、計算の不明箇所、苦手項目の

克服、弱点補強へとフィードバックしてください。 

理論マスター 
基本となる理論をテーマごとにまとめた問題集です。学習の進度に合わせて

使用し、必要に応じて理論暗記できるようになっています。 

 

（２）使用教材とカリキュラム 

  

 

 

 

 

（法人税法・所得税法・相続税法・消費税法） 

教 材  ９月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 

年 内 上 級 演 習  各月の講義回数に応じて          

理 論 マ ス タ ー  ○             
上級コースへ合流 ➡ P.25 直前対策へ合流 ➡ P.26 

直前対策へ 

合流 ➡ P.26 合流 ➡ P.25 

直前対策へ 

合流 ➡ P.26 合流 ➡ P.24 

上級コースへ合流 ➡ P.24 直前対策へ合流 ➡ P.26 
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３ 上級コース（１～４月） 

◆基礎期＋応用期 

（１）教材紹介 

上級テキスト 

計算学習の中心となる説明用教材です。ポイント整理の形式により基本論点

や応用論点の内容を整理し、また、設例で内容を確認しながら学習を進める

ことができるようになっています。 

理論テキスト 
（財務諸表論・固定資産税の

み） 

理論学習の中心となる説明用教材です。覚えるべき理論の内容を「基本論点」

として示し、また、それについての説明を関連規定や図表を用いて詳しく解

説しています。 

トレーニング・ 

トレーニングシート 
（シートは固定資産税・事業

税・国税徴収法以外の科目） 

上級テキストで学習した内容を問題形式で確認するための演習用教材です。

上級テキストと連動していますので、上級演習を解く前に学習内容の確認用

として利用できるようになっています。 

※トレーニングシートは解答用紙です。TAC WEB SCHOOLでもダウンロードで

きます（P90⑥「教材」参照）。 

ポイントチェック 

（簿記論・消費税法以外の科

目） 

上級テキストや理論テキストでマスターすべき重要事項を抜き出したポイ

ント整理用教材です。余白などに講義の板書や自分なりの整理を加えること

により、知識の整理や演習後のチェックなど自由に活用できます。 

理論マスター 

（税法科目のみ） 

基本となる理論をテーマごとにまとめた問題集です。学習の進度に合わせて

使用し、必要に応じて理論暗記できるようになっています。 

理論ドクター 
（法人税法・所得税法・相続

税法・消費税法のみ） 

本試験に出題された理論や今後の出題が予想される理論などの応用理論を、

テーマごとにまとめた問題集です。複数のテーマに係る理論も掲載し、他の

テーマとの関連を理解できるようになっています。 

上級演習 

講義の回でインプットした内容を中心に、基本論点から本試験を意識した応

用論点までの内容を確認し、また、解答作成のテクニックを養成することを

目的とした総合的な演習問題です。 

 

（２）使用教材とカリキュラム 

  

 

 

 

 

  

（簿記論） 

教 材  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 

上 級 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4     

トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4     

上 級 演 習  各月の講義回数に応じて     

 
（財務諸表論）  

教 材  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 

上 級 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4     

理 論 テ キ ス ト  ○        

トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4     

ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○        

上 級 演 習  各月の講義回数に応じて     

 

直前対策へ 

合流 ➡ P.26 

直前対策へ

合流 ➡ P.26 
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（法人税法・所得税法・相続税法・消費税法） 

教 材  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 

上 級 テ キ ス ト  No.1 No.2 No.3 No.4     

トレーニング・シート  No.1 No.2 No.3 No.4     

ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○        

理 論 マ ス タ ー  ○        

理 論 ド ク タ ー  ○        

上 級 演 習  各月の講義回数に応じて     
 

 

（酒税法・固定資産税・事業税・住民税・国税徴収法） 

教 材  1月 2月 3月 4月  5月 6月 7月 

上 級 テ キ ス ト  No.1 No.2     

理 論 テ キ ス ト  ○        

トレーニング・シート  No.1 No.2     

ポ イ ン ト チ ェ ッ ク  ○        

理 論 マ ス タ ー  ○        

上 級 演 習  各月の講義回数に応じて     

 
 

４ チャレンジコース（４月） 

◆ベースアップ期 

（１）教材紹介 

チャレンジ講義テキスト 直前対策前に知識や解法の確認を行う説明用教材です。 

チャレンジ演習 知識の底上げや整理・補強を行うための復習テストです。 

理論マスター 
（税法科目のみ） 

基本となる理論をテーマごとにまとめた問題集です。学習の進度に合わせて

使用し、必要に応じて理論暗記できるようになっています。 

理論ドクター 
（税法科目のみ） 

本試験に出題された理論や今後出題が予想される理論などの応用理論をテ

ーマごとにまとめた問題集です。複数のテーマに係る理論も掲載し、他のテ

ーマとの関連を理解できるようになっています。 
 

（２）使用教材とカリキュラム 

  

 

 

 

 

  

（簿記論・財務諸表論） 

教 材  4月  5月 6月 7月 

チャレンジ講義テキスト  ○     

チ ャ レ ン ジ 演 習  ○     
  

（法人税法・所得税法・相続税法・消費税法） 

教 材  4月  5月 6月 7月 

チャレンジ講義テキスト  ○     

チ ャ レ ン ジ 演 習  ○     

理 論 マ ス タ ー  ○     

理 論 ド ク タ ー  ○     

直前対策へ 

合流 ➡ P.26 

注１…固定資産税のみ 注2…シートは酒税法・住民税のみ  

直前対策へ 

合流 ➡ P.26 

注2 

注1 

直前対策へ 

合流 ➡ P.26 

直前対策へ合流 ➡ P.26 

注1 

注１…消費税法以外の科目 
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５ 直前対策（５～７月） 

◆直前期 

（１）教材紹介 

直前対策テキスト 

本試験に必要不可欠な内容を織り込んだテキストです。税制改正や試験委員の

特徴点などを徹底分析したことによる最新情報と合わせて、必ず押さえるべき

論点の確認もできるように構成されています。 

実力完成答練・ 

直前予想答練 

（自己採点） 

5 月からの本試験直前期で実施する問題演習（答練）です。4 月までの学習

内容が確実に身に付いているかを確認することを目的とした答練が実力完

成答練です。また、実力完成答練で確認した学習内容を本試験で発揮できる

ように、本試験レベルの予想問題を解くことにより合格のための総仕上げを

行うことを目的とした答練が直前予想答練です。 

全国公開模試 

全国規模で実施される公開模擬試験です。相当数の受験生が参加するため、

その中での自分の実力が確認できると同時に、その結果を踏まえ、本試験ま

でに“やるべきこと”を明確にすることができます。 

合格情報レジュメ 本試験までの過ごし方や最終予想など、最終チェックのための教材です。 

 
 
（２）使用教材とカリキュラム 

（全科目） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

教 材  5月 6月 7月 

直 前 対 策 テ キ ス ト  ○   

直前対策トレーニング注1  ○   

直前対策トレーニングシート注2  ○   

実力完成・直前予想答練  各月の講義回数に応じて 

全 国 公 開 模 試   ○  

合 格 情 報 レ ジ ュ メ    ○ 

注1…簿記論のみ 

注2…簿記論・財務諸表論・相続税法のみ 
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７ 演習・答練について 
 

◆実施テスト類一覧 
 【科目の略称】簿…簿記論 財…財務諸表論 法…法人税法 所…所得税法 相…相続税法 酒…酒税法 

        消…消費税法 固…固定資産税 事…事業税 住…住民税 国…国税徴収法 

※１解答時間は科目・コース・実施回により異なります。 

※２受講をされたクラス・校舎にて返却を行います。他クラス・校舎での返却は行いません。 

※３転居などでご住所に変更がございましたら、巻末の「変更届出書」で各校受付窓口もしく

は郵送・ＦＡＸでご提出ください。 

(注１)税理士試験、お盆休み、年末年始、ゴールデンウィークにつきましては、返却に上記記 

載よりも日数がかかる場合がございます。 

(注２)答案の提出は、１回のみとなります。 

 

 

テスト名 解答時間目安 
返却方法 

教室講座（※2） ビデオブース講座（※2） 通信講座（※3） 

ミニテスト 

※講義各回実施 

10分程度 

（※1） 

実施日の１週間後に 

教室講義にて返却 
－（自己採点） －（自己採点） 

実力テスト 
60～120分 

（※1） 
実施日の１週間後に 

教室講義にて返却 

答案提出後、約２週間で

校舎の返却BOXにて返却 

TAC到着後、約２週間で 

TACより返却 

年内上級演習 
60～120分 

（※1） 
実施日の１週間後に 

教室講義にて返却 

答案提出後、約２週間で

校舎の返却BOXにて返却 

TAC到着後、約２週間で 

TACより返却 

添削対象 

【法所相】 

①③⑤⑦⑨⑪⑬⑮ 

【消】 

①③⑤⑦⑨⑪ 

（その他は自己採点） 

上級演習 
60～120分 

（※1） 
実施日の１週間後に 

教室講義にて返却 

答案提出後、約２週間で

校舎の返却BOXにて返却 

TAC到着後、約２週間で 

TACより返却 

添削対象 

【簿財】 

①③⑤⑦⑨⑪ 

【法所】 

①③⑤⑦⑨⑪⑬⑮ 

【相】 

①③⑤⑦⑨⑪⑬ 

【酒消固事住国】 

①③⑤⑦ 

（その他は自己採点） 

チャレンジ演習 
90～120分 

（※1） －（開講なし） －（自己採点） －（自己採点） 

実力完成答練 120分 
実施日の１週間後に 

教室講義にて返却 

答案提出後、約２週間で

校舎の返却BOXにて返却 

TAC到着後、約２週間で 

TACより返却 

全国公開模試 120分 
会場受験・自宅受験とも採点済み答案の返却は７月上旬発送予定 

（詳細は専用案内書にてご確認ください） 

直前予想答練 120分 －（自己採点） －（自己採点） －（自己採点） 
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８ 公開模試について 
 

6月中旬～下旬に全国公開模試を行います。 

ＴＡＣ税理士講座を 7 月分までお申込み、あるいは直前対策講座をお申込みされた方は、

申込科目について、カリキュラムに全国公開模試が含まれています。会場受験のほか、自宅

受験を選択することもできます。ただし、一定の期日までに会場選択等の手続（受験票発行

手続）が必要となります。なお、実施会場・手続期限などの詳細は、4 月下旬発行予定の全

国公開模試専用案内書をご確認の上、お手続きをしてください。 

※ＴＡＣの全国公開模試は教育訓練給付制度（一般）の対象外となります。給付制度上の出

席対象および提出課題には含まれません。 
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９ 質問・相談について 
 

学習上の疑問点や学習の進め方などの相談事項は、分からないままにせず、解決しておきま

しょう。 

 

１．教室講座 

講義後に質問・相談を受け付けますので、講師に直接お声掛けください。 

 

２．質問電話（資料通信講座を除く全メディア） 

電話による質問及び学習相談をお受けしております。 

本年度税理士講座の受講確認のため、電話の際は最初に会員番号・お名前をお知らせくだ

さい。 

●実施日程 

科目によって電話をお受けできる時間帯が異なります。開設時間・電話番号等の詳細に

つきましては、「TAC WEB SCHOOL」や別冊の日程表に掲載されている《質問電話スケジ

ュール》にてご確認ください（受講期毎に更新予定）。 

●利用可能期間 

申込コースの受講期間内の実施日程でご利用いただけます。 

※期別（９-12月期・１-４月期等）でお申込みの方は各期間内のみ利用可 

●注意事項 

・質問内容は、2020 年合格目標で受講中の科目に関し、2020 年７月までに実施する講

義およびＴＡＣ税理士講座より提供する教材に関する事項に限ります（過年度の教材、

市販書籍等ＴＡＣ税理士講座以外で使用されている教材、受講していない科目および

試験範囲を逸脱した質問にはお答えできません）。 

・質問が集中し、質問時間帯であっても通話中となる場合もございます。予めご了承く

ださい（数多くの皆様がご利用いただけるよう、１回 20 分以内を目安とさせていた

だきます）。 

・質問の際、講師の指名等には応じかねますので予めご了承ください。 

・年末年始、確定申告時期、ゴールデンウィーク、全国公開模試期間中ならびに本試験

前後等の期間につきまして、お休みをいただく場合や時間帯等が変更になる場合がご

ざいます。 
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３．質問メール（全メディア共通） 

TAC WEB SCHOOLのi-support内の質問メールにてご質問していただくことができます。 

質問回数は利用期間に応じて、お１人１科目につき、次のように設けさせていただきます。 

2020年目標の最終質問受付日は2020年7月上旬に『TAC WEB SCHOOL』マイページにて公

表いたします。 

受講期間 質問回数 質問内容 

2019年5月～12月 15回(資料通信5回) 2019年5月～12月で学習する講義･教材内容に関して 

2020年1月～ 4月  15回(資料通信5回)※ 2020年1月～ 4月で学習する講義･教材内容に関して 

2020年5月～ 7月 5回(資料通信5回) 2020年5月～ 7月で学習する講義･教材内容に関して 

※チャレンジコース（4月期）の質問回数は5回です。 

 

・2019年8月（試験期）および年末年始は、お休みをいただきます。詳細は時期になりまし

たら別途ご案内いたします。 

・質問メールをお送りいただく前に、「よくある質問」にて質問したい内容の回答がないか

をご確認ください。 

・質問メール１件につき、質問事項は１項目にてお願いします。 

・質問はできるだけ具体的にお願いします。 

 「○○○が分かりません」だけのような漠然とした質問では、お答えできない場合があり

ます。 

・回答まで、１週間程度お時間をいただく場合があります。 

・質問内容は、2020 年合格目標で受講中の科目に関し、2020 年７月までに実施する講義お

よびＴＡＣ税理士講座より提供する教材に関する事項に限ります（過年度の教材、市販書

籍等ＴＡＣ税理士講座以外で使用されている教材、受講していない科目および試験範囲を

逸脱した質問にはお答えできません）。 

・質問の際の講師の指名等には応じかねますので予めご了承ください。 

 

※書面による質問はご遠慮ください。 
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MEMO 
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10 各種フォロー・サービス対応表 
 

各種フォロー・サービスの利用は、お申込みのコース、学習メディアに応じて下表の通りと

なります。 

【注意】ＴＡＣ提携校では、サービス内容が異なる場合がございます。詳細は各提携校へお問い合わせください。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：標準装備 ◎：有料サービス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

再受講割引制度≪翌年度の単科生申込みに際して≫ 

過年度のＴＡＣ税理士講座受講の方は、翌年度の対象コースを通常受講料より５％割引でお申込みできます。 

【利用対象者】過年度のＴＡＣ税理士講座を受講された方 

※オプション講座や全国公開模試のみ利用の方は除く 

【利用対象コース】翌年度の下記の単科生（期別申込・資料通信講座は対象外） 

「完全合格＋上級コース」「ベーシックコース」「基礎マスター＋上級コース」「年内上級講義＋上級コース」 

「年内上級演習＋上級コース」「速修コース」「上級コース」「チャレンジコース」 

※過年度に受講された科目に関わらず、自由に科目を選択できます。 

 

  

本科生 パック生
追加申込割引 ● 3科目ﾌﾘｰﾊﾟｯｸのみ

オプション講座割引 ● ●
経理実務・税法実務講座割引 ● ●
1科目無料再受講制度 ● -
本科生延長割引 ● -
合格祝賀金進呈 ● -

申込形態

P45～52

割引制度（本科生・パック生） 参照

教室講座 ビデオブース講座 Web通信講座 DVD通信講座 資料通信講座
Webフォロー P89～ ● ● - ● -
音声DLフォロー P89～ ● ● ● ● -
クラス振替出席フォロー P55～ ● - - - -
クラス重複出席フォロー Ｐ47・P57 本科生のみ - - - -

ビデオブース振替フォロー P56
◎

（500円/１講義）
- - - -

追っかけフォロー - ● ● - - -
校舎間自由視聴制度 - - ● - - -
演習回教室講座振替制度 P80 - ● - - -
スクーリング P87 - - 回数制限あり 回数制限あり -
学習進度変更サポート制度 P33・Ｐ43 完全合格のみ 完全合格のみ 完全合格のみ 完全合格のみ -
科目変更制度 P33・Ｐ43 ● ● ● ● ●
直前期教室講座変更制度 P33・Ｐ44 - ● ● ● ●
質問電話 P29 ● ● ● ● -
質問メール P30 回数制限あり 回数制限あり 回数制限あり 回数制限あり 回数制限あり
添削・採点指導 - 採点のみ 採点のみ ● ● ●
自習室利用 P14 ● ● ● ● ●

通学
単科生・本科生・パック生

通信
フォロー内容 参照
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Ｗｅｂフォロー 教室講義を収録した動画をＷｅｂにて視聴できます。 

音声ＤＬフォロー 教室講義を収録した音声をパソコンにダウンロードできます。 

クラス振替出席フォロー 

ご都合により出席できない場合、教室講座の他のクラスに出席できる制度です 

（手続き不要）。 

※テスト類の採点も受けられます。ただし、答案の返却は出席された校舎・クラスでの返却となります。 

クラス重複出席フォロー 

（本科生のみ） 

もう一度受講したい場合、教室講座の他のクラスに出席できる制度です 

（手続き不要）。なお、講座の指定した講義に限ります。 

ビデオブース振替フォロー 
ご都合により出席できない場合、ビデオブース視聴にて受講できる制度です 

［要予約・１講義５００円（税込）］。※テスト類の採点も受けられます。 

追っかけフォロー 
開講日後に申込みの場合、ビデオブース視聴にて教室講座の日程に合流する制度

です（要予約・手数料不要）。 

校舎間自由視聴制度 
申込登録校舎以外でビデオブース視聴ができる制度です。なお、講座を開講して

いる校舎に限ります。 

演習回教室講座振替制度 

ビデオブース講座の方も実力テスト・上級演習・実力完成答練・直前予想答練（申

込コースに含まれる演習に限る）につき、教室講座に出席できます。 

※年内上級演習コースの年内上級演習は出席できません。 

スクーリング ＴＡＣ各校舎で開講されている教室講座に出席できる制度です。 

学習進度変更サポート制度 
受講期間中に学習進度に一番合ったコースに変更できる制度です。 

※学習メディア変更の場合、差額をお支払いいただく場合があります。 

科目変更制度 
試験結果発表後の一定期間、受講科目の変更を認めています。詳細はＴＡＣ各校

舎までお問い合せください。※変更により差額をお支払いいただく場合があります。 

直前期教室講座変更制度 
直前期（５～７月期）を含むコースにおいて、直前期以降を各通信講座から教室

受講に変更できる制度です。  

質問電話 電話で講師に直接質問・相談ができる制度です。 

質問メール メールで講師に質問・相談ができる制度です。 

添削・採点指導 

実力テスト・上級演習・答練等の答案は、添削（通学メディアは採点のみ）して

お返しします。 

※通信メディアの上級演習は添削（提出課題）問題のみ（P83参照）添削します。 

※ミニテストは、ビデオブース講座・各通信メディアでは自己採点となります。 

直前予想答練は、全メディアで自己採点となります。 

自習室利用 講義等で使用していない教室を自習室として開放しています。 

 

【割引制度（本科生・パック生のみ）】 

追加申込割引 
本科生・パック生の期間内に指定科目を超えて追加申込みされる場合は、通常受

講料（単科申込のみ）から割引いたします。 

オプション講座割引 ファイナルチェックなどのオプション講座を割引料金で受講できます。 

経理実務・税法実務講座割引 
ＴＡＣで開講している経理実務・税法実務講座の一部を割引料金で受講できます

（本科生・パック生受講終了年度の9月末日までのお申込みに限ります）。 

１科目無料再受講制度 

（本科生のみ） 

本科生期間中に受講した科目（オプション講座・全国公開模試を除く）につき、

万が一1科目以上不合格となった場合、本科生期間中または本科生期間終了の翌

年目標であればどのコースでも1科目無料で追加受講できる制度です。 

本科生延長割引（本科生のみ） 本科生期間終了後も一定期間、受講料（単科申込のみ）から割引いたします。 

合格祝賀金進呈（本科生のみ） 
１回の本科生期間中の連続する試験でＴＡＣ本科生として受講された5科目すべ

てに合格された方には、2年本科生10万円、3年本科生5万円を進呈いたします。 
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11 各種サービス提供期限一覧 
 

税理士講座 

各種サービス提供期限一覧 [2020年合格目標］ 

各種サービスの提供は特にご案内のない場合、会員証有効期限までとなっています。 

 

サービス内容 期限 詳細 

通学講座の教材受け渡し請求期限 
2020年税理士

試験最終日 

受け渡し請求期限付近は、在庫状況により請求当日の

お渡しが難しい場合がございます。予めご了承くださ

い。 

ビデオブース(振替フォロー)視聴期限 
2020年税理士

試験最終日 

ビデオブースのご予約は、2020年税理士試験最終日ま

でにお手続きください。 

通信講座の教材問い合わせ期限 
2020年税理士

試験最終日 

期限後の教材等の送付漏れ、乱丁・落丁等のお問い合

わせはお受けいたしかねます。 

Ｗｅｂ・音声ＤＬ利用期限 
2020年税理士

試験最終日 
期限後は講義などの視聴ができなくなります。 

i-support 利用期限 
2020年税理士

試験最終日 

期限後はご利用できなくなります（質問メールは下記

参照）。 

自習室利用期限 右記参照 

【通年】2020年税理士試験最終日まで 

【期別(※)】各受講期間の最終月末まで 

※9-12月期・1-4月期のみの受講の方 

質問メール 2020年 7月上旬に『TAC WEB SCHOOL』マイページにて公表いたしま

す。 質問電話利用期限 

答案提出期限 

最終提出締切日 

TAC必着 

（注１・２・３） 

左記の期限までにご提出いただいた答案は、一部の時

期を除き提出後約2週間で返却いたします。 

注１：最終提出締切日は、2020年４月に発行する税理士講座日程表５-７月期版の通信発送日程のページ 

にて公表いたします。 

注２：模試（自宅受験）の答案提出期限などは専用案内パンフレットなどでご確認ください。 

注３：通信メディア受講で教育訓練給付制度をご利用の場合、答案は修了日まで受け付けいたします。 

各自の修了日までに全提出課題の８割以上をご提出ください。 

詳細は、通学・通信メディア共通編「P37 16教育訓練給付制度について」のページを参照してくだ

さい。  
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12 日程変更について 
 

諸般の事情により、講義日程の変更もしくは休講や代講となる場合がございます。予めご了

承ください。 

 

【事前に日程変更が確定した場合】 

 ① 教室講座の講義日程に変更が生じた場合 

変更の生じた日程より前の講義で、講師あるいは事務局からお知らせします。また、各

校舎の掲示板でもお知らせします。 

 ② ビデオブース講座の視聴日程に変更が生じた場合 

各校舎の掲示板に案内を掲示してお知らせします。 

 ③ 通信メディアの教材送付日程に変更が生じた場合 

   変更が生じた回より前の便でお送りする「送付明細書」にてお知らせします。 

 ④ 講義動画・講義音声の配信日程に変更が生じた場合 

   TAC WEB SCHOOLの「ＴＡＣからのお知らせ」に案内を掲示してお知らせします。 

 

【急きょ日程変更等が発生した場合】 

 講師の急病や交通機関の不通・遅延などにより、やむを得ず休講や講義日程を変更する場合

もございます。休講や講義日程の変更が生じた場合、集合ＤＶＤ講義への変更や、後日、代

替講義日程を設定するなどの緊急措置を取らせていただく場合がございます。予めご了承く

ださい。 
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13 教材を紛失した場合 
 

 教材を紛失した場合は、各校舎受付窓口で会員証を提示の上、実費負担でご購入ください。 

通信メディアの方で近隣にＴＡＣがない場合は、教材発送に関するお問い合わせ（巻末「お

問い合わせ先一覧」参照）までご連絡ください。 

 

 

14 住所等を変更される場合 
 

受講開始後に住所・電話番号等が変更になった場合には、必ず、巻末の「変更届出書」をご

提出ください。 

日程変更や試験情報等、重要な連絡事項がお知らせできない場合がありますので、ご面倒で

も巻末の「変更届出書」に必要事項をご記入の上、郵送または ＦＡＸしていただくか、ＴＡＣ

受付窓口にご提出ください。 

なお、電話やメール、答案に添付したメモ書き等による変更届出は受け付けておりませんの

で、必ず書面にてお送りください。 

 

 

15 在籍証明書・履修証明書について 
 

講座のお申込みをいただいた方でご希望される方には、無料で在籍証明書または履修証明書

を発行いたします。お申込みされた窓口までお問い合わせください。 

ただし、学生割引乗車券の購入には利用できませんのでご注意ください。 
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16 教育訓練給付制度について 
以下、教育訓練給付制度に関する説明は、すべて「一般教育訓練」についての内容です。 

現在ＴＡＣで開講している講座は、「専門実践教育訓練」ではありませんのでご注意ください。 

 

教育訓練給付制度（一般） 

 受講開始日において支給要件のある方が、厚生労働大臣の指定する講座を受講し修了した場

合、本人が支払った入会金・受講料の 20％（上限 10 万）がハローワークから支給されます。

［2019年4月 1日現在］ 

 

１．一般教育訓練対象コース 

 制度の内容ならびに対象コースについての詳細は「ＴＡＣ教育訓練給付制度パンフレット」 

を必ずご確認ください。                    ［2019年4月1日現在］ 

コース名 対象科目 対象メディア 

1年簿財パック★ 
簿記論・財務諸表論 
※2科目とも基礎マスター＋上級コース 

【9月入学】が対象 

通学：教室・ビデオブース 
通信：Ｗｅｂ・ＤＶＤ 
※2科目とも同一メディアが対象 

ベーシック 法人税法・所得税法 
通学：教室・ビデオブース 
通信：Ｗｅｂ・ＤＶＤ 

基礎マスター＋上級 
【9月入学】 

簿記論・財務諸表論・法人税法 
所得税法・相続税法・消費税法 

通学：教室・ビデオブース 
通信：Ｗｅｂ・ＤＶＤ 

7ヵ月簿財パック★ 
簿記論・財務諸表論 
※2科目とも速修コース【1月入学】が対象 

通学：教室・ビデオブース 
通信：Ｗｅｂ・ＤＶＤ 
※2科目とも同一メディアが対象 

速修【1月入学】 
簿記論・財務諸表論・消費税法 
国税徴収法 

通学：教室・ビデオブース 
通信：Ｗｅｂ・ＤＶＤ 

上級 
簿記論・財務諸表論・法人税法 
相続税法・消費税法 

通学：教室・ビデオブース 
通信：Ｗｅｂ・ＤＶＤ 

 

 

 

２．講座申込時 

  講座のお申込みから１ヵ月以内に、「ＴＡＣ/Ｗセミナー教育訓練給付制度申請申込書」に

必要事項をご記入の上、ＴＡＣへご提出ください。講座のお申込みだけですと、教育訓練給

付制度申込の登録は完了しておりません。必ずご提出ください。併せてご本人確認のため、

本人および住居所の確認ができるものをご提示ください（郵送の場合には、本人および住居

所の確認ができるもののコピーを添付してください）。  

★パック生は申込特典により「税理士スタート講座」を無料受講できますが、教育訓練給付制度（一般）のカリキュラム 

 （受講開始日・講義回数等）には含まれません。 
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★支給要件の照会 

  ご自身に教育訓練給付金の支給要件があるかどうかをハローワークで照会することができ

ます。照会に必要な「教育訓練給付金支給要件照会票」はＴＡＣ各校舎にもございます。 

ご自身の支給要件について不安がある方は、予め確認してから教育訓練給付制度申込をし

ていただくことをお勧めします。ＴＡＣでは支給要件を満たしているかどうかの判断はで

きません。ご了承ください。 

 

３．受講にあたって 

  ◆通学の場合 

 修了認定するための基準（修了要件）  

   ＴＡＣ/Ｗセミナーでは、修了日までに出席率 80％以上並びに修了試験において正答率

60％以上を通学生の修了要件として規定しております。 

 

 出席確認  

   講義・答練に出席の際は、毎回ＴＡＣ会員証を忘れずに持参し、必ず出席確認の捺印を

受けてください。修了日までに80％以上の出席率となるようにご自身で出席管理を行って

ください。会員証のコピーの提出により出席確認をさせていただきます。提出方法は、修

了試験問題送付時にご案内いたします。 

※捺印の受け忘れや会員証の紛失等により出席が確認できない場合は欠席扱いとなります

のでご注意ください。 

 

 登録のクラスを欠席したら  

  通学形態のフォロー制度を利用して振替受講した場合も通常の出席扱いとなります。こ

の際も会員証の捺印を忘れずに受けてください。 

  ※音声ＤＬフォローやＷｅｂフォローなど通信形態での振替受講や資料の受取だけでは出

席として扱われませんので、ご注意ください。 

 

 受講修了日について  

   通学生の受講修了日は、指定講座全体の講義最終日以降にＴＡＣが修了要件を確認する

日です。講義最終日より約１週間後となります。各指定講座の修了日は、修了試験問題送

付時にご案内いたします。 

  ※会員証に記載のある「有効期限」とは異なりますのでご注意ください。 

 

◆通信の場合 

 修了認定するための基準（修了要件）  

  ＴＡＣ/Ｗセミナーでは、修了日までに添削答案提出率 80％以上並びに修了試験におい

て正答率60％以上を通信生の修了要件として規定しております。 
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 答案の提出  

   答案は、各自の修了日までに「データファイル」と一緒に提出してください。 

   スクーリングを利用された場合、提出率の対象となる添削答案については教室で提出せ

ず、通常通り「データファイル」と一緒に郵送にてご提出ください。教室で提出されると、

修了要件である提出回数としてカウントがされません。なお、白紙答案や白紙に近い答案

は提出と認められませんのでご注意ください。 

  ★提出率の対象となる添削答案・回数は以下のとおりです。 
コース 科 目 回数 9-12月期 1-4月期 5-7月期 

ベーシックコース 

（11ヵ月） 
法・所 14回  実力テストNo.1⑧・No.2⑧・No.3⑧・No.4⑥・No.5⑧・No.6⑧・No.7⑥・No.8⑧ 

実力完成答練 

①②③④⑤⑥ 

基礎マスター＋上

級コース 

（11ヵ月） 

簿・財 16回 
実力テスト 

No.1⑧・No.2⑧・No.3⑧・No.4⑧ 
上級演習 ①③⑤⑦⑨⑪ 

実力完成答練 

①②③④⑤⑥ 

法・所 19回 
実力テスト 

No.1⑨・No.2⑨・No.3⑨・No.4⑨・No.5⑨ 
上級演習 ①③⑤⑦⑨⑪⑬⑮ 

実力完成答練 

①②③④⑤⑥ 

相 17回 
実力テスト 

No.1⑧・No.2⑧・No.3⑧・No.4⑧ 
上級演習 ①③⑤⑦⑨⑪⑬ 

実力完成答練 

①②③④⑤⑥ 

消 12回 
実力テスト 

No.1④・No.2④・No.3④・No.4④ 
上級演習 ①③⑤⑦ 

実力完成答練 

①②③④ 

速修コース 

（7ヵ月） 

簿・財 10回 － 実力テストNo.1⑧・No.2⑧・No.3⑧・No.4⑧ 
実力完成答練 

①②③④⑤⑥ 

消 12回 － 
実力テストNo.1④・No.2⑧・No.3④・No.4⑧ 

上級演習①②③④ 

実力完成答練 

①②③④ 

国  8回 － 実力テストNo.1④⑧・No.2④⑧ 
実力完成答練 

①②③④ 

上級コース 

（7ヵ月） 

簿・財 12回 － 上級演習 ①③⑤⑦⑨⑪ 
実力完成答練 

①②③④⑤⑥ 

法 14回 － 上級演習 ①③⑤⑦⑨⑪⑬⑮ 
実力完成答練 

①②③④⑤⑥ 

相 13回 － 上級演習 ①③⑤⑦⑨⑪⑬ 
実力完成答練 

①②③④⑤⑥ 

消  8回 － 上級演習 ①③⑤⑦ 
実力完成答練 

①②③④ 

 

 受講期間と受講修了日について  

  受講される講座の初回発送日から受講期間（ＴＡＣ教育訓練給付制度パンフレット厚生

労働大臣指定講座案内に記載）を経過した期日が修了日となります。 

各自の修了日は給付制度申請申込登録完了後、教材とは別にＴＡＣよりご案内をお送り

します。答案は修了日まで受け付けいたします。 

  ※会員証に記載のある「有効期限」とは異なりますのでご注意ください。修了日以前に修

了要件を満たされても、修了証明書等の発送は各自の修了日以降となります。 

  ※Ｗｅｂ・音声ＤＬの配信は、本試験日や会員証の有効期限等、各講座が定める期日まで

となります(P34)。修了日までご利用いただけない場合がございます。予めご了承くださ

い。 

 

４．教育訓練給付制度の利用ができなくなるケース 

（１）科目・コースの変更 

（２）メディアの変更 

（３）直前期教室講座変更制度の利用 

   教育訓練給付制度をご利用のコースについて、上記のいずれかの手続きを行いますと、 

教育訓練給付制度の利用ができなくなりますのでご注意ください。 
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５．教育訓練給付制度修了試験について 

  教育訓練給付制度修了試験問題は、教育訓練給付制度を申請された方全員に受講修了日の

約２ヵ月前に郵送します。送付日程について事前に確認されたい場合は、お手数ですがお問

い合わせください。修了試験の解答用紙は、試験問題送付時にご案内する提出日までを目安

にＴＡＣ宛ご返送ください。 

 ※資格試験（本試験）の受験および合否は教育訓練給付制度の支給要件とは関係ありません。 

 

６．講座修了時 

所定の期間内に要件を満たして修了された方には、修了日の翌日にＴＡＣより「教育訓練

給付金支給申請書」「教育訓練修了証明書」「領収書」もしくは「クレジット契約証明書」の

３点を郵送いたします。修了日から１週間以内に書類が届かない場合は至急ＴＡＣまでご連

絡ください。 

 

教育訓練給付制度の関係書類は全て郵送いたします。 

住所や書類送付先の変更は、速やかにＴＡＣまでご連絡ください。 

 

７．支給申請手続 

教育訓練の要件を満たして修了された方が給付金の支給を受けるには、ハローワークでの

支給申請手続が必要です。支給申請手続は原則、修了日の翌日から起算して１ヵ月以内です。 

 ※支給申請期限内に手続きできなかった場合は、ハローワークの雇用保険窓口にお問い合わ

せください。２年間の時効の期間内であれば支給申請手続きが可能です。 

 

８．教育訓練給付制度に関する詳細 

■ＴＡＣのホームページにある教育訓練給付制度（一般）のご案内 

https://www.tac-school.co.jp/kyufu/ 

 

■ハローワークインターネットサービス「教育訓練給付」について 

https://www.hellowork.go.jp/insurance/insurance_education.html 

  

■ＴＡＣ教育訓練給付制度パンフレット 

  ・ＴＡＣ各校舎にございます。 

  ・ＴＡＣカスタマーセンターでもご請求いただけます。 

 

「ＴＡＣ教育訓練給付制度」パンフレット請求 

ＴＡＣカスタマーセンター 

0120-509-117 

月～金9:30～19:00 土・日・祝9:30～18:00 
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17 ＴＡＣ利用上の注意事項 
 

皆様の快適な学習環境を維持するために、以下の注意事項を遵守してください。 

 

１．会員証は、ＴＡＣサービスをご利用いただく際に必要となりますので、常に携帯し、受付

スタッフ・講師から提示を求められた場合には、指示に従い提示してください。 

２．会員証を他人へ譲渡または貸与することはできません。 

３．以下の行為は禁止します。 

（１）教室、その他施設・備品等の破損および汚損行為 

（２）講義内容を録画・録音、または撮影する行為 

（３）講義内容や教材の不正コピー、不正ダウンロード、インターネットオークションなど

での違法販売行為 

（４）スタッフや講師、他の受講生への暴力行為、脅迫行為、痴漢行為（ハラスメント行為）、

その他の迷惑行為 

（５）インターネットなどを通じて、スタッフや講師、他の受講生を誹謗中傷する行為なら

びに虚偽の情報を流布する行為 

（６）販売書籍（見本を含む）や教室その他施設内の備品、他の受講生の手荷物を窃取する

行為 

４．席は譲り合ってご利用ください。3人掛け席の机を 2～ 3名でご利用いただけますようお

願いいたします。独り占めはご遠慮ください。 

５．携帯電話・スマートフォン等は電源をお切りいただくか、マナーモードに設定のうえ、講

義実施教室・ビデオルーム・自習室での使用はご遠慮ください。また、他の受講生の迷惑と

なりますので、講義実施教室前での使用もお控えください。 

６．教室・ビデオルーム、その他施設内の電源（コンセント）はご利用いただけません。 

７．席取りを目的とした教材や荷物の放置、それに準じる行為は厳禁です。盗難・紛失等の原

因にもなる恐れがありますので、ご遠慮ください。また、1 時間以上の離席は、「席取行為」

と判断し、教材や荷物を受付窓口にてお預かりさせていただきます。 

８．喫煙は、各校舎指定の喫煙室をご利用ください。その他の場所での喫煙は、固くお断りし

ます（一部校舎は、全面禁煙となっております。ご協力をお願いいたします）。 

９．車・バイク・自転車でのご来校はご遠慮ください（一部校舎を除き、駐輪場はありません）。 

10．ＴＡＣ施設を不正に利用する行為や講義を不正に受講する行為は固く禁じます。  

11．ＴＡＣ申込規約、ＴＡＣ利用ガイド、各講座の受講ガイド、各校舎の利用案内、その他利

用ルールを遵守してください。上記事項に違反する行為があった場合は、ＴＡＣサービスの

利用停止、受講契約の解除、ＴＡＣ施設内への立入り禁止、損害賠償請求、警察への通報な

どの措置を講じる場合があります。 

 

2019年4月現在 ＴＡＣ株式会社 
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18 災害時の対応・行動 
 

火災や地震などの災害は、いつ起こるかわかりません。 

日頃から「心の準備」をし、冷静な行動が取れるようにしましょう。 

 

１．火災の場合 

（１）日頃から非常口、避難経路を確認しておいてください。 

（２）いかなる場合も落ち着いて、冷静な行動を心がけてください。 

（３）教室内で火災が発生した場合は、大きな声でその事実をＴＡＣ職員、スタッフ、周囲

の方に知らせてください。 

（４）避難に当たっては、講師、ＴＡＣ職員の指示に従い、ビルの外にすみやかに避難して

ください。 

（５）避難に当たっては、お互い助け合い、単独行動はとらないでください。 

（６）エレベーターは電気が不通になった場合、閉じ込められる可能性がありますので、絶

対に使用しないでください。 

（７）熱せられた煙は上部の方へ移動しますので、避難をする時は、姿勢を低くして口と鼻

にタオルなどをあててください。 

（８）いったん避難したら、絶対に立ち戻らないでください。 

 

２．地震の場合 

（１）避難時にはパニックにならないように、冷静に行動してください。 

（２）地震発生に当たっては、講師、ＴＡＣ職員の指示に従ってください。 

（３）地震発生時は窓や棚のように、ガラスが割れたり、中のものが飛び出しそうな場所か

ら離れてください。 

（４）机の下にもぐるか、バック･衣類などで頭を覆うなどして、ガラス、黒板、テレビモ

ニター、蛍光灯などの落下物から身を守ってください。 

（５）余裕があれば、ドア付近にいる方は、ドアを開け、出口の確保をしてください。 

（６）もし、火災が発生したら、前述の「火災の場合」の事項に従ってください。 

 

３．災害時の連絡 

（１）災害時にＴＡＣ事務局への電話でのお問合せは、恐れ入りますがご遠慮ください。 

（２）災害時の教室授業の実施状況及び各種サービスの提供については、「資格の学校ＴＡ

Ｃ」のホームページ、TAC WEB SCHOOL受講生ポータルページ「ＴＡＣからのお知らせ」

でご連絡させていただきます。 

（３）災害復興後、災害時に実施できなかった教室授業の代替授業及び代替サービスについ

ては、「資格の学校ＴＡＣ」のホームページ、TAC WEB SCHOOL 受講生ポータルページ

「ＴＡＣからのお知らせ」、校内掲示で連絡させていただきます。 
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19 科目・コース・メディアの変更 
 

 受講開始後の科目・メディア（受講形態）等の変更は原則として認められません。ただし、

特定の事由・期間に限り、受講科目・コース・メディアの変更が認められます。 

 

１．学習進度変更サポート制度（完全合格＋上級コースのみ） 

 

●変更事由 

 完全合格＋上級コース受講中の方が、2019年5月～2020年3月の学習ペース・進捗に合わせ

て、同一科目を他のコース（基礎マスター＋上級コースまたは速修コース）へ変更する必要が

生じた場合 

  

●変更後のコースおよび手続期間 

 手続期間により変更後に選択可能なコースが異なります。 

 ①完全合格＋上級コース開講後～2019年11月30日まで 

  基礎マスター＋上級コース（2019年7月～10月入学） 

 ②2019年12月1日～2020年3月31日まで 

  速修コース（1月入学） 

 
※ 科目の変更および2020年４月以降の変更は適用外となります。 

※ 申請から手続完了までお時間がかかる場合がございますので、ご注意ください。 

※ 当制度による変更は1科目1回のみとなります。当制度利用後の再度の変更には別途追加受講料が

発生いたします。 

※ 上記①・②の期間に当制度を利用された場合、変更後は完全合格＋上級コースの講義はすべて受講

できなくなります。 

 

 

●手続き 

期間中随時承りますので、ご希望の方は各受付窓口にお問い合わせください。 

 

２．合格発表に伴う科目・コース・学習メディア変更制度 

 

●変更事由 

 以下の2020年7月までの通年コースを受講中の方が、2019年12月の本試験の結果発表で本

年度の受験予定科目を変更する必要が生じた場合 

 完全合格＋上級コース・ベーシックコース・基礎マスター＋上級コース・年内上級講義＋上

級コース・年内上級演習＋上級コース 

  

●変更後のコース 

 ベーシックコース（2020年1月以降講義分より）・上級コース・速修コース（１月入学） 
※ ベーシックコースの2019年12月までの講義受講を遡って希望される場合は適用外となります。 
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●手続き 

 所定期間内での手続きが必要です。2019 年 12 月本試験合格発表日より開始となります。そ

の他手続きに関する詳細は2019年11月下旬頃各校掲示板にてご案内いたします。 

（通信講座受講生の方には2019年11月下旬頃の教材発送にご案内を同封します） 

 

３．直前期教室講座変更制度（直前期の科目・コース・学習メディア変更） 

※ 主に直前期から教室講座受講生と一緒に講義・答練を受けたいという方のために、ご用意している

制度です。 

 

●変更事由 

 2020年7月までの通年コースを受講中の方が、直前期部分につき、科目・コース・学習メデ

ィアを教室講座その他に変更する必要が生じた場合 

  

●変更後のコース 

 ベーシックコース・上級コース・速修コース（いずれも直前期以降） 

※ 直前期以前からの講義受講を希望される場合は適用外となります。  

 

●手続き 

 所定の期間内での手続きが必要です。2020年4月より開始となります。その他手続きに関す

る詳細は2020年3月下旬頃各校掲示板にてご案内いたします。 

（通信講座受講生の皆様には2020年3月下旬頃の教材発送にご案内を同封します） 

 

 

＜各制度注意事項＞ 

① 各制度とも、変更後の科目・コース・学習メディアによって追加受講料が必要となる場

合がありますのでご注意ください。 

② 制度ごとに一定の手続期間がございます。期間外のお申し出については各制度の適用外

となります。 

③ 地区・学習メディアにより、設定されていない科目・コースがあります。 

④ 「速修コース（3・4 月入学）」に科目変更またはコース変更をご希望の場合、各制度の

適用外となります。 

⑤ 変更手続き後、再度変更することはできません。 

⑥ Ｗｅｂ通信講座・Ｗｅｂフォローを受講中の方が当制度を利用された場合、変更前の科

目コースの講義については以後停止となる場合がありますので、ご了承の上お手続きく

ださい。 

⑦ 教育訓練給付制度をご利用の方が、当制度を利用した場合、教育訓練給付制度が利用で

きなくなりますのでご注意ください。 
※ その他ご不明な点は、各校受付にお問い合わせください。 

 

４．受講途中での他の学習メディアへの変更 

 転居などにより通学ができなくなるなど、止むを得ない事情がある場合、ご相談をお受け

いたしますので、各校受付にお問い合わせください。 

※ 変更に際し、差額受講料が必要となる場合があります。 
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20 本科生・パック生について 
 

１．本科生 

（１）本科生について 

本科生は本科生期間中に５科目まで受講することができます。また、学習メディアは

教室講座・ビデオブース講座及び各通信講座の中から選択することができます（一部、

追加受講料が必要となる学習メディアがございます）。 

  

 

 

 

 

 
 
 

（２）各年度内での受講科目・コース上限 
 

 ２年本科生・1.5年本科生 ３年本科生・2.5年本科生 

一括払い 分割払い 一括払い 分割払い 

１年目 ４科目まで ３科目まで ３科目まで ２科目まで 

２年目 ５科目－（１年目受講科目数）まで １年目と合算して４科目まで 

３年目  ５科目－（１年目＋２年目受講科目数）まで 

 

 

各年度内で受講科目を順次増やしていくことも可能です。 

  

 

 

 

 

 
 

 

※完全合格＋上級コース・基礎マスター＋上級コース(７月入学)は、各本科生・パック生の２年目以降は選択できま

せん。 

※本科生における受講科目の選択数は、合格目標年度をまたがって同じ科目を選択された場合でも、それぞれ１科目

と数えます（例：１年目簿記論を選択され、２年目簿記論を再度選択された場合は「２科目選択」となります）。 

※本科生期間中は、目標年ごとに１科目以上のご登録が必要です。 

 

５月・９月・１月に１科目ずつ増やすケース 

５月 ９月 １月 ７月 

①簿記論（完全合格＋上級） 

②財務諸表論（基礎マスター＋上級） 

③消費税法（速修） 

１年目 ２年目 ３年目 
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（３）科目選択の登録期限 

科目選択の登録は教室講座・ビデオブース講座・各通信講座ともに、下記の登録期限

までにお済ませください。期限を過ぎましたコースについては登録できませんので、

予めご了承ください。なお、次年度の登録権利をお持ちの方には、2020年８月上旬に

次年度の登録案内を送付いたします。 

（注意）２年目以降完全合格＋上級コース・基礎マスター＋上級コース(７月入学)は

選択できません。 

 ①９月～翌年１月入学の各コース……………各開講日・受講開始日より２ヵ月以内 

 ②４月入学の各コース（教室講座のみ）……開講年の５月末日まで 

 

（４）会員証について 

教室講座・ビデオブース講座を選択された場合、期別（５～12月、１～４月、５～７

月）ごとに会員証の発行が必要になります。 

各通信メディアを選択された場合、会員証は各年度ごとに１枚発行されます。 

 

（５）特典について 

①追加申込割引 

●２年本科生・1.5年本科生……以下の条件で追加申込をされる場合、通常受講料（単

科生申込のみ）から50％割引いたします。 

＜一括払い＞１年目 ４科目を超えて、追加申込される場合 

      ２年目 ｛５科目－１年目受講科目数｝を超えて、追加申込される場合 
 

＜分割払い＞１年目 ３科目を超えて、追加申込される場合 

      ２年目 ｛５科目－１年目受講科目数｝を超えて、追加申込される場合 
 

●３年本科生・2.5年本科生……以下の条件で追加申込をされる場合、通常受講料（単

科生申込のみ）から50％割引いたします。 

＜一括払い＞１年目 ３科目を超えて、追加申込される場合 

      ２年目 ｛５科目－(１年目＋３年目受講科目数）｝（※上限4科目）を 

超えて、追加申込される場合 

      ３年目 ｛５科目－(１年目＋２年目受講科目数）｝を超えて、追加申込 

される場合 
 

＜分割払い＞１年目 ２科目を超えて、追加申込される場合 

      ２年目 ｛５科目－(１年目＋３年目受講科目数）｝（※上限4科目）を 

超えて、追加申込される場合 

      ３年目 ｛５科目－(１年目＋２年目受講科目数）｝を超えて、追加申込 

される場合 
 
※追加申込割引の対象は、受講中の本科生と同一の目標年度の単科申込に限ります。 

※お申込みは、ＴＡＣ校舎受付窓口もしくは郵送にてお願いします。また、お申込み時に必ず会員

証ご提示の上、本科生の特典による割引の旨をお伝えください。郵送の場合は、申込書備考欄に

ご記入ください。 

※当制度を利用して本科生期間中に5科目合格された方にも、合格祝賀金は進呈いたします。 
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②オプション講座・経理実務／税法実務講座の割引受講 

ファイナルチェック等のオプション講座の一部および経理実務／税法実務講座を

50％割引で受講できます。 
 

※本科生延長割引制度期間は適用外となります。 

※全国公開模試等は適用外となります。 

※お申込みは、ＴＡＣ校舎受付窓口もしくは郵送にてお願いします。また、お申込み時に必ず会員

証ご提示の上、本科生の特典による割引の旨をお伝えください。郵送の場合は、申込書備考欄に

ご記入ください。 

 

③クラス重複出席フォロー 

同じ講義を再度受講することができます。初回ご利用時には予め手続きが必要とな

ります。証明写真（ﾀﾃ３cm×ﾖｺ 2.4cm、会員証貼付１枚）の顔写真をお持ちの上、

受付までお越しください。 
 
※重複受講は教室講座に限ります。ビデオブース視聴はご利用いただけません。 

※重複受講できるのは講義の回のみとなります（テスト・演習・答練の回の出席はできません）。 

※重複受講時のミニテストの提出はご遠慮ください。 

 

④合格祝賀金 

本科生期間中（本科生延長割引制度期間中は含まれません）に５科目合格し、下記

の要件を満たしている方には合格祝賀金を進呈いたします。 

＜要件１＞ 

合格された５科目すべてをＴＡＣ本科生として受講していること。 

＜要件２＞ 

本科生期間中に行われる連続する受験で５科目合格していること。 

 

【金額】 

 ●２年本科生・1.5年本科生…10万円 

 ●３年本科生・2.5年本科生…5万円 
 
※合格祝賀金制度の申請期限は、対象本科生終了年度の翌年１月末日までとし、期限内に自己申告

による申請手続きが必要となります。申請時には、合格証書（コピー可）をご用意ください。な

お、期限を過ぎた場合、申請は受付けできませんので予めご了承ください。 
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⑤１科目無料再受講制度 

本科生期間中に、受講した科目（オプション講座・全国公開模試を除く）を受験し、

万が一1科目以上不合格となった場合、本科生期間中または本科生期間終了の翌年

目標であればどのコースでも1科目無料で追加受講できる制度です。受講料分割払

いの方は各本科生の目標最終年度のお支払いが終了してからご利用できます。 

 

＜受講可能となる科目・コース＞ 

不合格判明以降に開講する、本科生期間中または本科生期間終了翌年目標の1科目

（コース）を通常受講料（単科生申込のみ）から100％割引で追加申込できます。 
 

※受験した科目と違う科目・コースを受講いただくことも可能です。学習メディアも自由に選択で

きます。 

※不合格判明以前に開講しているコースや期別申込は対象外です。 

※受講料分割払いの方は、各本科生の目標最終年度のお支払いが終了してからご利用できます。 

※本科生期間終了翌年目標で利用する場合は、4月までに開講するコースが対象となります。 

 

＜手続き＞ 

不合格が判明した際の「税理士試験結果通知書」のコピーをご用意ください。「税

理士試験結果通知書」のコピーがない場合は、いかなる事情があっても当制度の適

用はできません。また、未受験の科目は当制度における不合格科目とはなりません

のでご注意ください（「税理士試験結果通知書」は受験された科目のみの結果が提示

されます）。 
 

※お申込みは、ＴＡＣ校舎受付窓口もしくは郵送にてお願いします。受講申込書に「税理士試験結

果通知書」のコピーを添え受付にご提出ください。郵送でのお手続きの場合は、申込書に「税理

士試験結果通知書」のコピーを同封し、「1科目無料再受講制度利用」と封筒に明記してご送付く

ださい。 

 

＜その他注意事項＞ 

※当制度を利用して本科生期間中に5科目合格された方にも、合格祝賀金は進呈いたします（本科

生期間終了翌年に当制度を利用して5科目合格された場合は、対象外となります）。 

※当制度を利用後、本科生を解約された場合、無料受講科目についてもＴＡＣ申込規約 3【受講料

について】（2）イに基づき計算させていただきます。なお、その際継続して無料受講科目の受講

を希望される場合は、その継続分の受講料については別途有料でのお申込みが必要です。 

※当制度でお申込みのコースが「合格発表に伴う変更制度」「直前期教室講座変更制度」の対象で

あった場合、いずれも利用できます。ただし、前述の変更制度以外のコース・科目の変更は不可

とさせていただきます（別途有料でのお申込みとなります）。 

※当制度でお申込みのコースはクラス重複出席フォローの対象外となります。 
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＜1科目無料再受講の利用例＞ 

2020～2022年目標の3年本科生（2020年試験で消費税法が不合格）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥本科生延長割引 

本科生期間終了後も、その本科生終了後の翌々年の７月末日までに終了する単科生

コース（直前対策講座を含む）に限り、当該年度開講時ごとの通常受講料から20％

割引いたします。 

※お申込みは、ＴＡＣ校舎受付窓口もしくは郵送にてお願いします。また、お申込み時に必ず会員

証をご提示の上、本科生の特典による割引の旨をお伝えください。郵送の場合は、申込書備考欄

にご記入ください。 

※本科生延長割引でお申込みのコースは単科生となりますので、オプション講座等の割引やクラス

重複出席フォローは対象外となります。ご注意ください。 

 

【2020・2021・2022年合格目標の３年本科生の場合】 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

2022年 2023年 2024年 

2020年合格目標 2022年合格目標 2023年合格目標

2020年9月 2021年9月

簿記論 法人税法

消費税法

2020年12月

（合否発表） 2021年1月 2021年9月 2022年9月

不合格 消費税法 消費税法 相続税法

※不合格科目以外の科目も受講可いずれかで再受講

20

年

試

験

21

年

試

験

22

年

試

験

23

年

試

験

2021年合格目標

財務諸表論

国税徴収法

2021年合格目標（2021年1月以降の開講コース）～2023年合格目標にて
1科目無料再受講制度を利用可

 ※本科生受講料分割払いの方は、分割払い最終年度のお支払い以降に
　  利用可となります（上記例では2022年合格目標から利用可）。

　【「税理士試験結果通知書」は大切に保管してください。】
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【本科生受講期間中の特典】 

 1科目無料再受講制度※ 1 追加申込割引 
オプション講座・経理実務

／税法実務講座割引 

適用期間 本科生受講期間中※ 2・3 本科生受講期間中 

適用条件 
本科生期間中の受講科目が 
1 科目以上不合格となった
場合 

追加で単科生申込をされる
場合 

オプション講座（ファイナ
ルチェック・有料セミナー
等）をお申込みになる場合 

対象 

コース 

2年本科生・1.5年本科生 
100%OFF※ 2・3 50％OFF 50％OFF 

3年本科生・2.5年本科生 

適 

用 

範 

囲 

単科生一括申込 ○※ 2・3 

○ 

○ 
教室・ビデオブース期別申込 × 

 
直前対策 × 

本科・パック申込 
× × Webフォロー 

全国公開模試 
 
 

【本科生受講期間終了後の特典】 

 1科目無料再受講制度※ 1 本科生延長割引 合格祝賀金 

適用期間 
本科生を終了後、翌年の7月
末日までに終了する期間※ 2 

本科生を終了後、翌々年の7
月末日までに終了する期間 

本科生終了時 

適用条件 
本科生期間中の受講科目が 
1 科目以上不合格となった
場合 

上記期間内に終了するコー
スを単科申込みをされる場
合 

本科生を終了後、その年の合格発

表で通算５科目合格した場合、合

格祝賀金を進呈
※ 4

 

対象 

コース 

2年本科生・1.5年本科生 
100%OFF※ 2 20％OFF 

10万円を進呈※ 4 

3年本科生・2.5年本科生  5万円を進呈※ 4 

適 

用 

範 

囲 

単科生一括申込 ○※ 2 

○ 
 

教室・ビデオブース期別申込 × 

直前対策 × 

本科・パック申込（継続受講）

× × 
オプション講座・経理／税法実務講座 

Webフォロー 

全国公開模試 

※1 1科目無料再受講制度は、本科生期間中または本科生終了翌年に1回のみご利用できます。 
※2 不合格判明以降に開講するコースに限ります。 
※3 受講料分割払いの方は各本科生の目標最終年度のお支払いが終了してからご利用できます。 
※4 所定の期間内に自己申告による申請手続が必要となります。  
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２．パック生 

（１）フリーパック・簿財パックについて 

フリーパック・簿財パックの学習メディアは、各々のコースごとに教室講座・ビデオ

ブース講座・各通信講座内の中から選択することができます（一部、追加受講料が必

要となる学習メディアがございます）。 

（２）科目の選択と受講プラン（フリーパック生） 

     1パターン例1 

（例：２年３科目フリーパックの場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※完全合格＋上級コース・基礎マスター＋上級コース(７月入学)は、パック生の２年目では選択できません。 

※複数年パックにおける受講科目の選択数は、合格目標年度をまたがって同じ科目を選択された場合でも、それぞれ 

１科目と数えます（例：１年目簿記論を選択され、２年目簿記論を再度選択された場合は「２科目選択」となります）。 

※パック生期間中は、目標年ごとに１科目以上のご登録が必要です。 

（３）科目選択の登録期限 

科目選択の登録は、教室講座・ビデオブース講座・各通信メディアともに、下記の登

録期限までにお済ませください。期限を過ぎましたコースについては登録できません

ので、予めご了承ください。なお、次年度の登録権利をお持ちの方には、2020年８月

上旬に次年度の登録案内をご送付いたします。 

（注意）２年目は完全合格＋上級コース・基礎マスター＋上級コース(７月入学)は選

択できません。 

①９月～翌年１月入学の各コース………………各開講日・受講開始日より２ヵ月以内 

②４月入学の各コース（教室講座のみ）………開講年の５月末日まで 

（４）会員証について 

教室講座・ビデオブース講座を選択された場合、期別（５～12月、１～４月、５～７

月）ごとに会員証の発行が必要になります。 

各通信メディアを選択された場合、会員証は各年度ごとに１枚発行されます。 

  

１年目 ２年目 
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（５）特典について 

①追加申込割引（３科目フリーパックのみ） 

受講期間中にさらに単科生申込にて科目を追加される場合には、通常受講料（単科

申込のみ）から20％割引いたします（２科目フリーパック・簿財パックについては

適用されません）。 

※追加申込割引の対象は、受講中のパックと同一の目標年度の単科申込に限ります。 

※お申込みは、ＴＡＣ校舎受付窓口もしくは郵送にてお願いいたします。また、お申込み時に必ず

会員証ご提示の上、パック生の特典による割引の旨をお伝えください。郵送の場合は、申込書備

考欄にご記入ください。 

②オプション講座・経理実務／税法実務講座の割引受講 

ファイナルチェック等のオプション講座の一部および経理実務／税法実務講座を

20％割引で受講できます。 

※全国公開模試等は適用外となります。 

※お申込みは、ＴＡＣの受付窓口にて直接行うか郵送にてお願いいたします。また、お申込み時に

必ず会員証ご提示の上、パック生の特典による割引の旨をお伝えください。郵送の場合は、申込

書備考欄にご記入ください。 

 

【パック生受講期間中の特典】 

 追加申込割引 
オプション講座・ 

経理実務／税法実務講座割引 

適用期間 フリーパック・簿財パック受講期間中 

適用条件 
パックでの登録の枠を越えて追加で単科
生申込をされる場合 

オプション講座（ファイナルチェック・
有料セミナー等）をお申込みになる場合 

対
象
コ
ー
ス 

1年簿財パック 

7ヵ月簿財パック 

適用なし 

20%OFF 

1年2科目フリーパック 

7ヵ月2科目フリーパック 

1年2科目フリーパックS 

7ヵ月2科目フリーパックS 

1年2科目フリーパックSS 

7ヵ月2科目フリーパックSS 

1年3科目フリーパック 

7ヵ月3科目フリーパック 
20%OFF 

2年2科目フリーパック 

1.5年2科目フリーパック 
適用なし 

2年3科目フリーパック 

2.5年3科目フリーパック 
20%OFF 

適 

用 

範 

囲 

単科生一括申込 

○ 
○ 

教室・ビデオブース期別申込 

 
直前対策 
本科生・パック生申込 

× Webフォロー 
全国公開模試 

 

●表に記載されております割引制度は、ＴＡＣ受付窓口もしくは郵送でのお申込みとなります

（大学生協等代理店でのお申込みはできません）。 
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１ 教室講座受講上の諸注意 
 

１．各講義は講義日程に従って実施されます。 

 日程表に従って講義は実施されます。講義の実施日・時間・講義内容はそちらを確認してく

ださい。講義実施教室は、各校舎内に掲示してあります『今日のＴＡＣ』でご確認ください。

会員証・教材をお持ちの上、教室に入室してください。会員証等を忘れてしまった場合は、必

ず各校受付にて所定の手続きを行ってください。 

 

２．講義には欠席・遅刻をしないようにしてください。 

 講義に遅刻することは、自分自身のマイナスになるばかりでなく、講義進行や他の受講生へ

の迷惑となります。極力遅刻をしないようにしてください。 

 

３．講義中は禁煙・禁食です。 

 講義中、教室内での喫煙・食事はご遠慮ください。また、ビデオルーム・自習室も食事不可

です。食事等は休憩室でお願いします。 

 

４．講義を収録・撮影することは禁止されています。 

 講義を収録・撮影することは禁止しております。もし、そのような行為が発覚した場合、収

録機材を一時的にお預かりすることもあります。 

 

５．携帯電話・スマートフォンの電源は、講義前に必ず切ってください。 

 講義中は、携帯電話・スマートフォンでの通話はもちろん、メールのやりとり等も一切禁止

しております。電源を切るか、マナーモードに設定の上、使用はご遠慮ください。 

 

６．講義収録時に、カメラの前を横切らないでください。 

 途中入退出される際、教室前方の座席では、カメラの前を横切るケースがあり、映像に映り

込む場合があります。 
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２ 欠席した場合の教材受け取り 
 

１．受取場所は原則として登録された各校受付窓口です。 

 

２．受け取る際は、必ず会員証の提示をお願いいたします。ご提示なき場合、教材は一切お渡

しすることはできません。また、郵送等による受渡や教材類のデータ配信等には応じられま

せん。 

 

３．校舎によっては、教材の保管期間を設定している場合もございますので、詳しくは受講さ

れている校舎にお問い合わせください。なお、会員証の有効期限を過ぎますと、教材のお渡

しは一切できませんので、ご注意ください。 

 

３ 欠席した場合のフォロー 
 

講義に欠席した場合は以下の欠席者フォロー制度をフルに活用してください。 

 

欠席した場合のフォロー方法 サービスの名称 サービスの内容 

１．欠席した講義を他のクラス

に出席して受講する 

クラス振替出席フォロー 

※テスト類の採点も受けられます。 

締切クラスを除き会員証とテキス

ト等をお持ちいただければ、ご希

望の校舎・クラスで講義が受けら

れます（お手続きは不要）。 

２．欠席した講義をビデオブー

スで受講する 

ビデオブース振替フォロー 

（有料） 

※テスト類の採点も受けられます。 

各校舎の ビデオルーム内で講

義を視聴できます［要予約、有料

\500（税込）］。詳細は各校舎に

お問い合わせください。 

３．ご自身のパソコンやスマート

フォン・タブレット端末で Ｗ

ｅｂ通信を受講する 

Ｗｅｂフォロー（標準装備） 

Ｗｅｂ通信講座の講義をご自身の

端末で視聴できます。 

詳細は通信メディア編「P89５

TAC WEB SCHOOL 利用方法」を

ご覧ください。 

４．ご自身のパソコンやスマート

フォン・タブレット端末に講義

音声をダウンロードして受講

する 

音声ＤＬフォロー（標準装備） 

音声ＤＬ通信講座の講義を受講

できます。 

詳細は通信メディア編「P89５

TAC WEB SCHOOL 利用方法」を

ご覧ください。 
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１．他のクラスに出席する…「クラス振替出席フォロー」 

 登録したクラスの講義を欠席した場合、同一コース、同一内容の講義に限り、別クラスの講

義に出席できます。 

※テスト類（ミニテスト、実力テスト、答練、演習等）の採点・添削も受けられます。 

ただし、答案の返却は出席された校舎・クラスでの返却となります。 

※クラス振替出席フォローは、受講地区を問わず可能ですが、登録人数の多いクラスによっ

ては、振替出席をご遠慮いただく場合がございます。予めご了承ください。 

 

２．欠席した講義をビデオブースで受講する…「ビデオブース振替フォロー」 

 欠席された講義を各校ビデオルーム内の個別ブースにて視聴することができます。予約した

校舎のビデオルームでご視聴ください。なお、受講・予約の方法は、ビデオブース講座編「P61 

２ビデオブース利用方法」をご参照ください。 

◇有料［１回につき500円（税込）］、完全予約制（当日予約は不可）となります。 

◇視聴開始日は、各日程表をご覧ください。 

※テスト類の採点・添削も受けられますが、通常の答案返却よりもお時間を要する場合がご

ざいます。予めご了承ください。 

※各校舎所定の答案返却ＢＯＸで受け取ってください。 

 

３．Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォロー 

 欠席された講義をインターネットを利用することによって、フォローすることができます。

詳細は、通信メディア編「P89 ５TAC WEB SCHOOL利用方法」をご覧ください。 

◇Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローは標準装備です。 

◇Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローをご利用になる場合は、お申込みの前に必ず下記 ＴＡＣ

ホームページ内「TAC WEB SCHOOL」にて、動作環境および無料デモ体験版の動作をご確認く

ださい。 

https://portal.tac-school.co.jp/ 

◇Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローの場合、教育訓練給付制度ご利用の方は、出席扱いにな

りませんのでご注意ください。 
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４ もう一度講義を受講したい場合 
 

◆Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォロー 

 インターネットを利用することによって、同じ範囲の講義を何度でも受講することができま

す（P56参照）。 
 

◆クラス重複出席フォロー≪本科生のみ≫※パック生・単科生の方は利用不可 

 本科生の方に限り、講義をもう一度受講したいという場合には、同じ講義を再度受講するこ

とができます。予め手続きが必要となりますので、ﾀﾃ３cm×ﾖｺ 2.4cm（証明写真サイズ）の顔

写真をお持ちの上受付までお越しください。 
※重複受講は教室講座に限ります。ビデオブースでの視聴はご利用いただけません。 

※重複受講できるのは講義の回のみとなります（実力テスト・上級演習・答練の回の出席はできません）。 

※重複受講時のミニテストの提出はご遠慮ください。 
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５ 答案の採点および成績発表について 
 

１．答案返却について 

教室講座の場合は講義の際に、約１週間後に教室でお返しします。返却時に欠席された場

合は、各校舎所定の答案返却ＢＯＸで受け取ってください。 

※直前予想答練は自己採点となります。 

 

２．欠席フォロー利用時の答案返却について 

 （１）クラス振替出席フォロー 

クラス振替出席フォローを利用して教室で演習を受けた場合の返却は、実際に受けた

クラスの教室内で行います。返却時に欠席された場合は、振替受講された校舎の受付に

ある答案返却ＢＯＸで受け取ってください。郵送による返却、校舎間の答案転送等は一

切行っておりませんので、ご了承ください。 

 （２）ビデオブース振替フォロー・Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォロー 

各校舎所定の答案返却ＢＯＸで受け取ってください。 

※通常の答案返却よりもお時間を要する場合があります。予めご了承ください。 

 

３．成績発表について 

 （１）個人別成績表 

    ご自身の成績（各問ごとの得点・合計得点・全国平均点・上位％）をTAC WEB SCHOOL 

マイページ「成績表」にて個人別成績表に反映いたします。 

   各テストの個人別成績表への反映は、答案がＴＡＣに到着してから約1～2週間後です。 

   ※個人別成績表は約1～2週間おきの定期更新となります。 

   ※自己採点となる問題については、個人別成績表への反映はございません。 

 （２）総合成績表 

    実力テスト・答練・演習では、成績優秀者一覧・得点分布表・講評をTAC WEB SCHOOL 

   マイページ「成績表」にて発表いたします。 

   総合成績表の発表日程は、TAC WEB SCHOOLマイページ「講座からのお知らせ」に順次掲 

   載予定の「各種テスト集計発表予定のご案内」にてご確認ください。 

   ※ミニテスト・補助問題・直前予想答練等は総合成績表の発表はございません。 

 

TAC WEB SCHOOL の利用方法は、通信メディア編「P89 ５TAC WEB SCHOOL 利用方法」をご

参照ください。 

 

４．返却答案の保管期間について 

返却より長期間経過した答案は「答案返却ＢＯＸ」から回収し、本試験終了後1週間で全

て廃棄します。ご注意ください。 
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１ 教材送付について 
 

１．教材等の到着日 

送付日程表記載の送付日は、ＴＡＣから出荷する日付です。受講生の皆さんの自宅への到着

は、地域によって異なりますが、目安としてＴＡＣ送付日の１日～４日後となります。  

お届けの際にご不在の場合は、「不在連絡票」が入れられますので、ご確認の上、教材をお

受取りください。 

なお、初回送付日以降に申し込まれた方には、経過分をまとめて送付いたします。 

 

２．教材等の確認 

毎回「通信講座送付明細書」が添付されておりますので、教材等がお手元に届きましたら、

すぐに送付内容を確認してください。 

 

３．教材送付に関するお問い合わせ 

教材の送付漏れ、教材の乱丁・落丁等がありましたら、お手数ですが送付日より１ヵ月以内

に下記「通信カスタマーセンター」までご連絡ください。 

なお、会員証記載の有効期限後の請求には応じられませんので、予めご了承ください。 

 

教材送付に関するお問い合わせ 

0120-509-194 

月～土10:00～19:00 日・祝10:00～17:00 

 

●通信講座送付明細書（見本） 

発送内容物の一覧が掲載され、毎回の発送物に同封されます。通信講座受講生向けの連絡 

事項を掲載する場合もありますので、教材到着時には必ずご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         



通信メディア編 

 

- 83 - 

 

２ 答案添削の流れ 
 

通信メディアには、コース毎に添削問題が用意されており、提出された添削問題の答案は添削・

採点をしてご返却いたします。また、添削問題には、答案提出締切日が設けられておりますの

で、「税理士講座日程表」にて答案提出締切日をご確認の上、計画的にご提出ください。 
 

１．添削サイクル 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２．添削問題（提出課題） 

 添削問題は下記の通りとなります。ご確認の上ご提出ください。下記以外の答案を提出され

た場合、添削・採点はいたしかねますので予めご了承ください。 
 

コース 科 目 回数 5-12月期 1-4月期 5-7月期 

完全合格＋上級コース 簿・財 16回 
実力テストNo.1⑧・No.2⑧・ 

No.3⑧・No.4⑧ 
上級演習①③⑤⑦⑨⑪ 

実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

ベーシックコース 法・所 14回 実力テストNo.1⑧・No.2⑧・No.3⑧・No.4⑥・No.5⑧・No.6⑧・No.7⑥・No.8⑧ 
実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

基礎マスター 
＋上級コース 

簿・財 16回 実力テストNo.1⑧・No.2⑧・No.3⑧・No.4⑧ 上級演習①③⑤⑦⑨⑪ 
実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

法・所 19回 
実力テストNo.1⑨・No.2⑨・No.3⑨・ 

No.4⑨・No.5⑨ 
上級演習①③⑤⑦⑨⑪⑬⑮ 

実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

相 17回 実力テストNo.1⑧・No.2⑧・No.3⑧・No.4⑧ 上級演習①③⑤⑦⑨⑪⑬ 
実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

消 12回 実力テストNo.1④・No.2④・No.3④・No.4④ 上級演習①③⑤⑦ 
実力完成答練 
①②③④ 

酒・固・事・住・国 12回 実力テストNo.1④・No.1⑧・No.2④・No.2⑧ 上級演習①③⑤⑦ 
実力完成答練 
①②③④ 

年内上級講義 
＋上級コース 

簿・財 16回 実力テスト①②③④ 上級演習①③⑤⑦⑨⑪ 
実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

法 18回 実力テストNo.2④・No.3④・No.4⑤・No.5⑥ 上級演習①③⑤⑦⑨⑪⑬⑮ 
実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

年内上級講義 

簿・財 ４回 実力テスト①②③④ 

－ － 

法 ４回 実力テストNo.2④・No.3④・No.4⑤・No.5⑥ 

年内上級演習 

＋上級コース 

法・所 22回 演習①③⑤⑦⑨⑪⑬⑮ 上級演習①③⑤⑦⑨⑪⑬⑮ 
実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

相 21回 演習①③⑤⑦⑨⑪⑬⑮ 上級演習①③⑤⑦⑨⑪⑬ 
実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

消 14回 演習①③⑤⑦⑨⑪ 上級演習①③⑤⑦ 
実力完成答練 
①②③④ 

年内上級演習コース 
法・所・相 ８回 演習①③⑤⑦⑨⑪⑬⑮ 

－ － 
消 ６回 演習①③⑤⑦⑨⑪ 

速修コース 

簿・財・相 10回 － 実力テストNo.1⑧・No.2⑧・No.3⑧・No.4⑧ 実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 法・所 11回 － 実力テストNo.1⑨・No.2⑨・No.3⑨・No.4⑨・No.5⑨ 

消 12回 － 
実力テストNo.1④・No.2④・No.3④・No.4④ 

上級演習①②③④ 実力完成答練 
①②③④ 

酒・固・事・住・国 ８回 － 実力テストNo.1④・No.1⑧・No.2④・No.2⑧ 
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上級コース 

簿・財 12回 － 演習①③⑤⑦⑨⑪ 
実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

法・所 14回 － 演習①③⑤⑦⑨⑪⑬⑮ 
実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

相 13回  演習①③⑤⑦⑨⑪⑬ 
実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

消・酒・固・事・住・国 ８回 － 演習①③⑤⑦ 
実力完成答練 
①②③④ 

チャレンジコース 

直前対策講座 

簿・財・法・所・相 ６回 － － 
実力完成答練 
①②③④⑤⑥ 

消・酒・固・事・住・国 ４回 － － 
実力完成答練 
①②③④ 

 

３．答案提出方法 

 添削問題の提出の際には、添削問題と一緒にお送りしている、①通信講座データファイル、

②ＴＡＣ税理士講座への返信用封筒（第４種郵便）をご利用ください。 

（１）通信講座データファイルの記入 

下記の「データファイルの記入例」に従って、通信講座データファイルを記入してくだ

さい。 

                         
※データファイルの仕様は変更となる場合がご 

ざいます。 

※住所・氏名・会員番号を必ずご記入ください。 

返却時にはそのまま宛名として使用しますの 

で、楷書で丁寧に記入してください。未記入・ 

誤記入のものは返送できませんのでご注意く 

ださい。 

※「解答後の感想」欄には質問および住所変更 

など連絡事項は記入しないでください。 

 

（２）答案の綴じ方 

記入済みの通信講座データファイルを、提出する添削問題の解答用紙にホチキス留めし

ます。答案を第1問・第2問（・第3問）の順番に並べ、データファイルを上にのせて、

左上をホチキスで留めるようにしてください。なお、複数科目・回数の答案をまとめて提

出する場合は、各科目または各回ごとにデータファイルを添付してください。 

（３）答案の封入 

答案はデータファイルとともに図のように２つ折りにして封入してください。 

  

 

 

 

 

 

ＴＡＣ税理士講座への返信用封筒（第４種郵便）に封入後、答案の提出枚数に応じた切

手を添付し、投函してください。 
 
〈郵便物料金区分〉 

 郵便物料金につきましては重さにより金額が異

なります。送付前にご確認ください。 
第４種郵便 

（封書） 

100g以内15円 

さらに100gごとに＋10円、上限１㎏

以内 

※100gは答案13枚程度が目安です。 
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４．添削開始日 

 答案は、日程表に記載した添削対象回の講義録配信開始日より添削を開始いたします。配信

開始日前に到着した答案は、返却に２週間以上かかる場合があります。 

 

５．答案提出期限 

 添削問題には答案の提出締切日（ＴＡＣ税理士講座への必着日）があります。各回の提出締

切日は、「税理士講座日程表」に明示されています。計画的な学習を行って、答案は提出締切日

までに必ずご提出ください。 

 

 提出締切日を過ぎて提出された答案も添削いたしますが、成績順位発表の対象から除かれま

す。ただし、答案の最終提出締切日を過ぎてＴＡＣに到着した答案については添削いたしませ

ん（採点のみとなります）のでご注意ください。なお、2020年目標の最終提出締切日は、2020

年4月に発行する税理士講座日程表５-７月期版の通信発送日程のページにて公表いたします。 

 

６．成績発表について 

 （１）個人別成績表 

    ご自身の成績（各問ごとの得点・合計得点・全国平均点・上位％）をTAC WEB SCHOOL 

マイページ「成績表」にて個人別成績表に反映いたします。 

    各テストの個人別成績表への反映は、答案がＴＡＣに到着してから約1～2週間後です。 

   ※個人別成績表は約1～2週間おきの定期更新となります。 

   ※添削対象問題（P83参照）以外は添削および個人別成績表への反映はございません。 

 （２）総合成績表 

    実力テスト・答練・演習では、成績優秀者一覧・得点分布表・講評をTAC WEB SCHOOL 

   マイページ「成績表」にて発表いたします。 

    総合成績表の発表日程は、TAC WEB SCHOOLマイページ「講座からのお知らせ」に順次 

掲載予定の「各種テスト集計発表予定のご案内」にてご確認ください。 

   ※ミニテスト・補助問題・直前予想答練等は総合成績表の発表はございません。 

 

７．お問い合わせ 

 答練・演習の答案返却に関するお問い合わせは、ＴＡＣ通信教育部・答案管理担当までお願

いします。 

※スクーリングで郵送返却の手続をとって提出した答案については、提出した校舎にお問い

合わせください。 
 

答練・演習の答案返却に関するお問い合わせ 

ＴＡＣ通信教育部・答案管理担当 

03-5276-8534 

10:00～17:00 日・祝を除く 
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３ i-support 
 

ＴＡＣのインターネットフォローシステム「i-support」は、受講生と講師、受講生同士と

いった双方向のコミュニケーション学習を可能にします。メールで疑問点を質問できる「質問

メール」、学習上よくある質問をデータベース化した「よくある質問」、Ｗｅｂ上で情報交換が

できる「掲示板 [i-コミュニティ]」など、フォロー体制は万全です。 

 ※お申込みいただいている講座・コースにより、ご利用いただける機能は異なります。 
 

[パソコン画面]                               [スマートフォン画面] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ご利用方法 

「ⅰ-support」はTAC WEB SCHOOLのマイページよりご利用いただけます。マイページ登録・

ログイン方法は、通学メディア・通信メディア共通編「P7 ３マイページ登録について」をご参

照ください。 

２．注意事項 

ＴＡＣでは『i-support』の操作方法につきましてはサポートしております（巻末「お問い

合わせ先一覧」参照）が、それ以外の内容（パソコンの使い方・故障・プロバイダーへの接続

不具合等）につきましてはサポートいたしかねますので、直接メーカーやプロバイダーにお問

い合わせください。 

  

 

◆質問メール 

学習上の疑問点など質問したい場合、いつ

でもメールで質問が出来ます。疑問点や不

明な点は早めに解決することが大切です。

講師またはスタッフがわかりやすく丁寧

にお答えします。 

※回答もマイページ上でご確認いただけ

ます。 

◆よくある質問 

疑問点や不明点があったら、ま

ずは「よくある質問」をご覧く

ださい。一般的に多い質問や他

の方がすでに質問した事項をデ

ータベースに集めてありますの

で、疑問に思う項目を探すこと

ができます。 

◆掲示板 [i-コミュニティ] 

同じ試験を目指す仲間の情報交換の

場所が i-コミュニティ。言ってみれ

ばインターネット上に設けたコミュ

ニケーションの場です。受講生同士

で試験のことや学習方法など、自由

にディスカッションを行うことがで

きます。 
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４ スクーリング 
 

スクーリングとは、通信メディアの受講生の方が受講しているコースの教室講座に無料で出

席できる制度です。日頃ひとりで勉強している通信受講生の皆様にとって、大勢の受講生が集

まる教室の空気に直接触れて、自分に刺激を与える良い機会となります。 
 
●対象者 

 コース …全コース 

 メディア…Ｗｅｂ通信講座、ＤＶＤ通信講座 

 ※資料通信講座はスクーリング対象外 
 
●回数（１科目につき） 

コース 科 目 回数（Web・DVD共通） 

完全合格＋上級コース 簿記・財表 22回 

ベーシックコース 法人・所得 22回 

基礎マスター＋上級コース 
簿記・財表・法人・所得・相続 22回 

酒税・消費・固定・事業・住民・国徴 11回 

年内上級講義＋上級コース 簿記・財表・法人 22回 

年内上級講義コース 簿記・財表・法人 ８回 

年内上級演習＋上級コース 
法人・所得・相続 18回 

消費 10回 

年内上級演習コース 
法人・所得・相続 ４回 

消費 ３回 

速修コース（1月入学） 

簿記・財表・法人・所得・相続 14回 

消費 11回 

酒税・固定・事業・住民・国徴 ７回 

速修コース（3･4月入学） 酒税・消費・固定・国徴 ７回 

上級コース 
簿記・財表・法人・所得・相続 14回 

酒税・消費・固定・事業・住民・国徴 ７回 

チャレンジコース 

※直前期(5-7月期）のみ 

簿記・財表・法人・所得・相続 ５回 

消費 ３回 

直前対策講座 
簿記・財表・法人・所得・相続 ５回 

酒税・消費・固定・事業・住民・国徴 ３回 
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●地区 

札幌校・仙台校・水道橋校・新宿校・池袋校・渋谷校・八重洲校・立川校・町田校・ 

横浜校・大宮校・津田沼校・名古屋校・京都校・梅田校・なんば校・神戸校・広島校・ 

福岡校 

※クラスによっては定員に達している場合もありますので、事前に各校受付にお問い合わせください。 

※地区によって開講していないコース・科目があります。教室講座の実施日程と合わせて「税理士講座日

程表」でご確認ください。 
 

●教室講義日程 

「税理士講座日程表」をご参照ください。 

 

●スクーリング手続（※予約不要） 

①「通信講座会員証」およびスクーリングを希望される講義に必要なテキスト類を必ずお

持ちください。 

②スクーリング時に来校された校舎の受付もしくは掲示にて実施教室を確認し、該当の教

室へご入室ください。 

※発送日程の関係で、必要なテキスト類もしくは会員証がまだお手元に届いていない場合は、スクーリ

ング希望校舎受付にてその旨お申し出ください。テキスト等の貸出をいたします。 

③スクーリング時に実施したテスト類につき、採点済答案の郵送返却を希望される場合は、

下記の手続が必要となります。手続がなされていない答案につきましては、原則として

ご受講された校舎の答案返却ボックスにての返却となります。なお、答案の保管期間は

返却日より１ヵ月とさせていただきますのでご注意ください。 
 
１）返信先住所・氏名を記入した返信用封筒（定形外封筒）をご用意いただき、下記を参

照に切手を貼付ください。宛名の不備や切手の不足等があると、返却が遅れたり、到

着しない場合がありますので、ご注意ください。 

★答案枚数（目安）～５枚…120円切手、～13枚…140円切手、～21枚…205円切手 

※2019年４月１日（消費税８％）時点の料金です。今後の消費税率の変更などにより金額が変わる可

能性がございます。 

２）提出答案と１）の封筒をホチキス留めし、答案に「スクーリングにつき、郵送返却を

希望します」と明記ください。 

３）教室講座担当講師にご提出ください。 

※スクーリングにて答案を提出された場合で、再度通信添削答案を送付された場合、添削はいたしか

ねますので予めご了承ください。 

※答案返却に関するお問い合わせは提出した校舎にお願いします。 

 

★教育訓練給付制度ご利用の方がスクーリングされる場合のご注意★ 

提出率の対象となる答練の回をスクーリングされた場合、添削答案は教室で提出せず、通常

通り「データファイル」と一緒に郵送にてご提出ください。教室で提出された場合、修了要件

である提出回数としてカウントされません。 

上記③１）～３）の郵送返却の手続をして教室で提出した場合、郵送返却されますが、給付

制度の提出回数としてはカウントされませんのでご注意ください。 
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５ TAC WEB SCHOOL 利用方法 
 

 

◎ご利用について 
 

Ｗｅｂ通信・Ｗｅｂ／音声ＤＬフォローは、TAC WEB SCHOOLのマイページよりご利用いただ

けます。 

 

※マイページ登録・ログイン方法は、通学メディア・通信メディア共通編「P7 ３マイペー

ジ登録について」をご覧ください。 

 

◎配信期限について 
 

講義動画視聴・講義音声ダウンロード・i-supportなど、TAC WEB SCHOOLで利用可能な機能

につきましては、会員証に記載されている有効期限を過ぎますと、利用することができなくな

りますのでご注意ください。 

 TAC WEB SCHOOL上の各講義につきましては、会員証に記載されている有効期限内であれば、

繰り返し受講が可能ですが、期限を過ぎますとＷｅｂ上での講義動画・講義音声・講義録の配

信を終了します。 

 有効期限（配信期限）内に、すべての学習を終了するようにしてください。 

 

 ※緊急のサーバーメンテナンスなどで一時配信を停止する場合がございます。その際は、TAC 

WEB SCHOOL上でお知らせしますので、予めご了承ください。 
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◎TAC WEB SCHOOLマイページの機能について 
 
[パソコン画面]                                 [スマートフォン画面] 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＴＡＣをご利用いただく上でお知らせしたい情報を掲載します。 

②本試験関連情報や受講に関するお知らせを掲載します。 

③学習がどこまで進んでいるか、進捗状況を表示します。 

④時期的なお知らせや応援メッセージ、オススメ情報などを掲載します。 

⑤クリックもしくはタップをするとサブメニューが表示され、講義を選択するページに移動できます。 

⑥クリックもしくはタップをするとサブメニューが表示され、i-supportの各機能を表示します。 

⑦成績表をＷｅｂ閲覧する場合は、こちらに成績表を表示します。 

 

※お申込みいただいた講座･コースにより表示される機能は異なります。予めご了承ください。 

② 

[パソコン画面（サブメニュー表示）] 

① ③ 

④ 

⑤ ⑥ ⑦ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ ⑦ 
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◎講義動画･講義音声の視聴方法（パソコン） 

 

画面左上の｢学習をはじめる[講義視聴]｣から「学習項目一覧｣をクリックし学習項目選択画

面に移動します。学習したい項目をクリックし、講義一覧へお進みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①【講義動画のストリーミング再生】 

 動画アイコンをクリックすると、講義を視聴することができます。動画アイコン右の進捗は何％動画を視聴し

たかを表示しています。下図は、動画アイコンをクリックした後の動画プレーヤーの機能ボタンです。 

 

 

 

                                       

                                       

 

 Ａ：動画を再生/一時停止することができます。Ｂ：チャプター内のどの位置を再生しているかを黒い点で表

示しています。Ｃ：再生をスキップできます。Ｄ：再生速度を変更できます。Ｅ：前回の続きから再生できま

す。Ｆ：１講義に１つしおりをつけることができ、その位置から再生できます。Ｂのシークバーに赤いしおり

で表示しています。Ｇ：音量を変更できます。Ｈ：動画の画面サイズを変更することができます。 

②【講義音声のダウンロード】 

音声アイコンをクリックすると、画面左下に講義音声データ[AACファイル(拡張子は.m4a)]のダウンロードが

開始されます。完了後クリックすると講義音声が再生されます。保存したい場合は、デスクトップに音声アイ

コンをドラッグアンドドロップしてください。パソコン上に音声ファイルが表示されたら保存できています。 

TAC専用のフォルダを作成すると、音声ファイルを整理することができて便利です。 

 

                                ドラッグアンドドロップで 

                                音声データをデスクトップに保存 

                                 

音声アイコン右の履歴は、講義音声をダウンロードしていなければ「未」、ダウンロード済であれば「済」と

表示されます。 

 Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ Ｆ 

Ｇ Ｈ 

Ｅ：続きから再生、Ｆ：

しおり機能はスマートフ

ォンの動画プレーヤーと

連携できます。 

 

⑤ ④ ③ ② ①  ⑥ 
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③講義録アイコンをクリックするとＰＤＦの講義録データが表示されます。講義録の閲覧、プリントアウト、パ

ソコンへの保存が可能です。 

④動画･音声配信日は、動画と音声の配信日となります。一部の講座では[動画･音声]と[講義録]は配信日が異な

る場合があります。 

⑤学習日は、動画アイコン･音声アイコンをクリックした最新の日付（最後に学習した日付）が表示されます。

学習スケジュールの参考にしてください。 

⑥学習管理は、はじめは未受講と表示されています。学習が完了したらご自身でプルダウンをクリックして「Web

で受講済」に変更してください（例えば、教室に出席した場合は「教室で受講済」にご自身で変更してくださ

い）。受講済にしても有効期限まで何度でも視聴可能です。学習スケジュールの参考にしてください。 

 学習管理の下に表示される、         アイコンは、前回受講した動画に表示されます。 

 

 

◎講義動画･講義音声の視聴方法（スマートフォン） 

 

画面左上の｢学習をはじめる[講義視聴]｣から「学習項目一覧｣をタップし学習項目選択画面

に移動します。学習したい項目をタップし、講義一覧へお進みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①【講義動画のストリーミング再生】 

 動画再生アイコンをタップすると、講義を視聴すること 

 ができます。動画アイコン下の進捗に何％動画を視聴し 

 ているかを表示しています。右図は、動画再生アイコン 

をタップした後の動画プレーヤーの機能ボタンです。 

 

 Ａ：動画を再生/一時停止することができます。Ｂ：チャプター内のどの位置を再生しているかを黒い点で表

示しています。Ｃ：再生をスキップできます。Ｄ：再生速度を変更できます。Ｅ：前回の続きから再生できま

す。パソコンの動画プレーヤーと連携できます。Ｆ：１講義に１つしおりをつけることができ、その位置から

再生できます。Ｂのシークバーに赤いしおりで表示しています。パソコンの動画プレーヤーと連携できます。

Ｇ：音量を変更できます(iPhone/iPadには表示されません) Ｈ：動画を画面全体に表示します。 

  

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ Ｈ 

⑦ 

⑥ ⑤ 

③ ② ① ④ 
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②【講義動画のダウンロード再生】 

 (１)動画ダウンロードアイコンをタップすると、どのチャプターをダウンロードするかの選択画面が表示され

ます。※ダウンロードする前にアプリのインストールが必要です。インストールされていない場合は画面下の

「ここからアプリをダウンロード」をタップしてインストールしてください。 

 (２)いずれかのチャプターボタンをタップするとアプリが立ち上がり、ダウンロードが開始されます。 

 (３)ダウンロードが完了したら、講義名をタップすると動画が再生します。電波のない環境でも再生可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (１) チャプター選択画面    (２)アプリのダウンロード画面   (３)ダウンロードした動画の 

動画プレーヤー画面 

 

 ※ダウンロードした講義動画のプレーヤーは、ブラウザでのプレーヤーとは異なり、再生速度変更機能以外の

機能はご利用いただけません。 ※ダウンロードした講義動画は1週間視聴可能となります。有効期限内であ

れば何度でもダウンロード可能です。※Wi-Fi環境でのダウンロードをおすすめします。 

 

③【講義音声の再生】 

音声アイコンをタップしたときの動きは、端末により異なります。 

Android端末：講義音声データ[AACファイル(拡張子は.m4a)]がダウンロードされます。ダウンロード先は端

末により異なります。お使いの端末の取扱説明書等をご確認ください。 

iPhone/iPad:講義音声がストリーミング再生されます（再生するときに通信が発生します）。iPhone/iPadは

直接端末に音声ファイルを保存することはできませんので、端末に保存されたい場合は、まずパソコンに保存

していただき、iTunesを通して端末に同期してください。操作方法は、よくある質問をご確認ください。 

 

音声アイコン下の進捗には、講義音声をダウンロードしていなければ「未」、ダウンロード済であれば「済」

と表示されます。 

④講義録アイコンをタップするとＰＤＦの講義録データが表示されます。講義録の閲覧、プリントアウト、端末

内への保存が可能です。 

  

右下の日付は、再生開始

できる期限です。日付が

過ぎると再生できなくな

ります。 

 

 
タップすると再生速度を 

変更できます。 
 

ここからアプリをインスト

ールすることができます。 
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⑤動画･音声配信日は、動画と音声の配信日となります。一部の講座では[動画・音声]と[講義録]は配信日が異

なる場合があります。 

⑥学習日は、動画アイコン･音声アイコンをタップした最新の日付（最後に学習した日付）が表示されます。学

習スケジュールの参考にしてください。 

⑦学習管理は、はじめは未受講と表示されています。学習が完了したらご自身でプルダウンをクリックして「Web

で受講済」に変更してください（例えば、教室に出席した場合は「教室で受講済」にご自身で変更してくださ

い）。受講済にしても有効期限まで何度でも視聴可能です。学習スケジュールの参考にしてください。 

 学習管理の下に表示される、         アイコンは、前回受講した動画に表示されます。 

 

◎TAC WEB SCHOOLアプリの操作方法 

 

○アプリのインストール 

お使いの端末によりアプリを公開しているページが異なります。QRコードにより以下のサイト

にアクセスしてください。TACポータルページ<https://portal.tac-school.co.jp> からもア

クセスすることができます。 

 

【Android端末】          【iPhone/iPad】 

 

 

 

○アプリの操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

TAC WEB SCHOOL アプリをインスト

ールすると、ホーム画面にアイコン

が表示されます。 

 

アプリを立ち上げると、体験講義ペ

ージが開きます。動画のストリーミ

ング再生やダウンロードをお試し

いただけます。 

各体験講義の「動画再生」アイコン

をタップするとストリーミング再

生が始まります。 

 

 アプリのアイコンです 

 
受講しているコース以外の

動画も配信しています。 

 

続きから再生、しおり機能、

全画面機能はアプリでのス

トリーミング再生ではご利

用いただけません。 
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左上の横三本線（ハンバーガーメニ

ュー）をタップすると左側からメニ

ューが表示され、 

「戻る」ボタンやダウンロードペー

ジなどに移ることができます。 

 

 

体験講義ページの「動画ダウンロー

ド」をタップすると、その講義のチ

ャプターが表示されます。 

いずれかをタップすると実際に動

画のダウンロードが始まります。 

ダウンロードページでは、ダウンロ

ードした動画の一覧が表示されま

す。 

画面の右上メニューから講義を削

除できます。講義の右下の日付は再

生開始できる期限です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

以上は体験講義を用いたアプリの

操作方法説明です。 

 

お申込みコースの講義動画ダウン

ロード方法は、１項目前の「講義動

画･講義音声の視聴方法（スマート

フォン）」をご確認ください。 

 

※ダウンロードした講義動画のプ

レーヤーは、ブラウザでのプレー

ヤーとは異なり、再生速度変更機

能以外の機能はご利用いただけま

せん。 

※ダウンロードした講義動画は 

1週間視聴可能となります。 

ダウンロードが完了した動画をタ

ップすると、動画再生がはじまりま

す。 

右下の枠内をタップすることで再

生速度を変更できます。電波が無い

環境でも再生できます。 

 

 

設定ページでは、Wi-Fi環境以外で

は動画をダウンロードできないよ

うにする設定と、端末内の空き容量

を確認できるメニューがあります。 

※Android端末の空き容量確認は、

ダウンロードページ下部にありま

す。 

 
動画の削除は 

ここから 

 
日付は再生期限です 

過ぎると再生できません 

 
タップすると再生速度を 

変更できます。 

 ハンバーガーメニュー 
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６ TAC WEB SCHOOLに関するＦＡＱ 

 TAC WEB SCHOOLに関するＦＡＱを、TAC WEB SCHOOLポータルページに掲載しております。ま

ずはこちらをご確認ください。その他、操作方法等についてご不明な点がございましたら、巻

末の「TAC WEB SCHOOLのWeb・音声ダウンロード操作に関するお問い合わせ」までお問い合わ

せください。 

 

■TAC WEB SCHOOLポータルページ（https://portal.tac-school.co.jp/） 

 

■ＦＡＱトップトピックス 

 
■ＦＡＱ詳細 
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日程表 
 

 

１．日程表ご案内の予定         Ｐ98 
    

         

 



日程表 
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１ 日程表ご案内の予定 
 

１．日程表の配付予定 

 税理士講座2020年合格目標コースの日程表は、以下の通り配付予定です。 

 

講義期間 配付時期 配付方法 

2019年9～12月期 

※5月入学 

完全合格＋上級コース 

…5～12月期（注） 

※7月入学 

基礎マスター＋上級コース 

…7～12月期（注） 

8月下旬 

～9月上旬 

●日程表冊子 

 ・教室講座を受講の方 

教室講義時または各校受付窓口にてお渡しします。 

 ・ビデオブース講座を受講の方 

各校受付窓口にてお渡しします。 

 ・通信講座を受講の方 

   通信教材送付にてお渡しします。 

 

●TAC WEB SCHOOLマイページ掲載 

 日程表データをTAC WEB SCHOOLマイページ「講座からのお

知らせ」に掲載します。 

2020年1～4月期 

※12月入学速修コース 

…12～4月期（注） 

11月下旬 

～12月上旬 

2020年5～7月期 
4月上旬 

～4月中旬 

 

（注）5月入学完全合格＋上級コース・7月入学基礎マスター＋上級コース・12月入学速修コースにつきまして

は、日程表発行までの間は、税理士講座パンフレットや別途案内書（5月入学完全合格＋上級コースのみ

配付・Web掲載）にてご確認ください。 

 

２．日程表の案内項目 

 ●教室講座／講義日程 

 ●ビデオブース講座・ビデオブース振替フォロー／視聴開始日程 

 ●Ｗｅｂ通信講座・Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォロー／配信開始日程 

 ●Ｗｅｂ通信講座・ＤＶＤ通信講座・資料通信講座／教材発送日程 

 ●質問電話スケジュール 

 ●各回の学習テーマ 
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巻末 
 

 

１．各種変更手続き（変更届出書） 
２．ＮＥＸＴ割引           
３．お問い合わせ先一覧        

 
 



巻 末 
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各 種 変 更 手 続 き 
 

 

 現在ＴＡＣに登録いただいている内容に変更が必要な場合、変更日の10日前までに（必

着）次ページにあります「変更届出書」の太枠線内の事項を楷書で丁寧に記入し、提出し

てください。 

 変更できる項目には、 

１．現住所・電話番号  ２．教材送付先  ３．氏名  ４．ＤＭストップ 

がございます。 

 

【変更届出書の記入・提出方法】 

 変更届出書のSTEP１～４に漏れなくご記入いただき、下記のいずれかの方法で提出して

ください。 

① 各校受付窓口に提出 

② 郵送で提出 

＜郵送先＞ 〒101-8383 東京都千代田区神田三崎町3-2-18 ＴＡＣ情報システム部 

③ ＦＡＸで提出 

  ＜ＦＡＸ番号＞ 03（5276）8939 

 

【変更届出書の記入における注意事項】 

・ 個人情報保護法の規範に準じまして、電話やメールでの変更は承っておりません。

必ずご本人が記入・申請をしてください。 

・ 右上「記入日」欄も正確にご記入ください。 

・ 楷書で丁寧に記入してください。記載内容が不明の場合、変更のお手続きができま

せん。 

・ 通信メディア（ＤＶＤ通信講座・Ｗｅｂ通信講座・音声ＤＬ通信講座・資料通信講

座）で受講の方は、教材発送日の10日前までに「現住所」または「教材送付先」の

変更手続きが完了していませんと、正しい住所に送付されない場合がございます。 

なお、海外への教材発送は行っておりません。 

・ ＤＭストップを希望された場合でも、学習上重要なご案内（日程変更・正誤表・全

国公開模試の案内等）は送付される場合がございます。 

※学習上重要なご案内は、受講されている講座・コースにより異なります。 



 全てご記入ください。 年 月 日

姓 名

年 日

（ ・ ） （どちらかに○をしてください）

 変更項目に◯印をし、変更希望日を記入してください。

現住所・電話番号 教材送付先 氏名（STEP４で変更） ＤＭストップ

２０ 年 月 日 から 変更を希望します。

現在 いずれかの講座・コースを、 （ 受講している ・ 受講していない ） （どちらかに○をしてください）

／ （該当する項目全てに○をしてください）

00.簿記検定 01.アクセス(会計士) 02.公認会計士 03.税理士

04.情報処理 05.宅地建物取引士 06.社会保険労務士 07.行政書士 09.米国公認会計士 09.米国税理士

09.米国公認管理会計士 10.中小企業診断士 11.証アナリスト/ＣＦＡ® 11.証券外務員/ＰＢ 11.貸金業務取扱主任者 12.不動産鑑定士

13.ＦＰ/ＤＣプランナー 13.相続アドバイザー 14.公務員（国総・外専） 17.公務員(地上・技術・警消) 19.建設業経理士検定 20.司法試験

21.弁理士 22.ＢＡＴＩＣ® 24.司法書士 25.マン管/管理業 29.パソコン/ＣｏｍｐＴＩＡ

33.公認内部監査人(ＣＩＡ) 35.電験三種 36.知的財産管理技能検定
®

38.ＩＰＯ実務検定 38.財務報告実務検定 41.ビジネスプロ養成 66.建築士 67.年金アドバイザー

69.教員採用試験 77.医療事務

 変更後の内容をご記入ください。記入内容の通りに登録されますので、楷書で丁寧にご記入ください。

姓 名

〒 - -

（ 有 ・ 無 ） （どちらかに○をしてください）

◎現住所とは異なる送付先を希望する場合のみ下記枠内にご記入ください。

◎以前に送付先を登録され、引き続き、同じ送付先を希望する場合もお手数ですがご記入ください。

年 月 日 まで変更 ／ ２．受講期限終了まで変更 （どちらかに○をしてください）

〒 - -

備考欄

※STEP2 変更項目№の入力追加 TAC株式会社　2019年/2月　（保管：1Y）

03.経理/税法/病院経営実務 03.個人情報/マイナンバー

25.賃貸不動産経営管理士

76.ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
®
検定68.ＴＯＥＩＣ

®
L&R TEST対策

32.通関士/貿易実務検定
®

37.ビジネス会計検定試験
®

31.ビジネス実務法務検定試験®
31.ビジネスマネジャー検定試験

®

20　　　　年

/
□本人申請
□本人以外申請（　　                  　　）  例：（親）※ＤＭストップ時のみ

受付地区・チェック項目 受付者 処理日変更項目NO.

20　　　　年

/

電話番号

都道府県・市区町村

町名・丁目・番地

建物名・部屋番号

□通信生 通信へＦＡＸ

※ＳＴＥＰ１～４に記入漏れがないか、もう一度ご確認ください。

ＳＹＳ保管欄受付記入欄 処理欄

□給付金利用者 給付金Ｇへコピー

処理者(自著) 保管日 保管者

20　　　　年

/
  （　　 　     　  　　）校・部・ｶｽﾀﾏｰ・営業・他(　    　　　　)

受付日

送付先指定

送付先指定期間 １． 20

教育訓練給付制度をご利用の方 住民票の変更

教材送付先
住所

（全角４５文字以内。
都道府県,建物名

もご記入ください｡）

郵便番号 -

- 電話番号

都道府県・市区町村

町名・丁目・番地

郵便番号

建物名・部屋番号

STEP 4 変更内容

変更後
現住所等

フリガナ

氏　名

教育訓練給付制度

現住所

（全角４５文字以内。
都道府県,建物名

もご記入ください｡）

受講形態

受講確認

利用している 利用していない

受講講座・コースSTEP 3

教育訓練給付制度 現在 教育訓練給付制度を、

１． ２． ３．

通学　（　教室　・　ビデオブース　） 通信　（　DVD　・　WEB　・　DL　・　資料　）

４．

変更日

会員番号
 ※お預かりした個人情報は、お客様の同意なく
 　 業務委託先以外の第三者に開示、提供することはございません。

変更項目

生年月日

氏　名 昭和　・　平成 月

STEP 2 変更事項

フリガナ

 変更届出書
STEP 1 お客様情報 記入日 ２０



MEMO 





✤お問い合わせ先一覧✤ 

お問い合わせ内容 お問い合わせ先 営 業 時 間 

TAC WEB SCHOOL の 

マイページ登録に関する 

お問い合わせ 

0120-551-980 

ws@tac-school.co.jp 

月～土 

10:00～19:00 

日・祝 

10:00～17:00 

TAC WEB SCHOOL の

Ｗｅｂ・音声ダウンロード

操作に関するお問い合わせ 

0120-065-355 

ws@tac-school.co.jp 

教材発送に関するお問い合

わせ 

0120-509-194 

tushin@tac-school.co.jp 

通信添削答案、教育訓練給

付制度添削課題に関するお

問い合わせ 

03-5276-8534 
日・祝を除く 

10:00～17:00 

受 講 申 込 
各校受付 

ＴＡＣ ＭＡＰを参照してください。 

校舎により営業時間が

異なります。詳細は直接

お問い合わせください。 

各講座パンフレットの請求 
ＴＡＣカスタマーセンター 

0120-509-117 

月～金 

9:30～19:00 

土・日・祝 

9:30～18:00 

ＴＡＣ出版 書籍のご購入 

ＴＡＣ出版 

「CYBER BOOK STORE」 

https://bookstore.tac-school.co.jp/ 

－ 

 

※電話による学習内容の質問はP29をご参照ください。 

※営業時間は変更となる場合もございますので予めご了承ください。 

 




